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星雅之’・茅里f嘉雄ユ：十和田中抑テフラからみた

円筒下層ａ式土器成立期の土器様相

jpnJ､HiStor､Bot．

MasayukiHoshilandYoshioChino2:Potterytypesattheformationphase
oftypealowercylindricalpotteryandthefallofT1owadaChuseritephra

duringtheearlyJomonperiodinnorthemjapan

要旨十Ⅱ田I|'抑テフラは，細文ｌＩｌｒ代前期において|･flllll火''1のIi火噴火によってもたらされたテフラで，従来か

ら青森県南東部～1rl子ﾘ11;北部において顕鮮に確認され，当該地域の発掘調査では辿跡のｲド代や文化Ｍ把握の指標とさ

れている。この十和|Ｈｌｌｌ仰テフラは，辻誠・郎氏などによる近年の研究成果により，ｉ内ﾒLllI辿跡に代表される円筒

式+を器文化の形成と拡人に密接な側わI)を持つ叫能性が推定されている。筆者達は､ド成１５年度三内丸山遺跡特別研

究推進事業の一環として行われた総合研究『油丸'11遺跡の生態史研究一とくに''1筒ｋ器文化の形成と変容・終馬一』

の中で，十和田中抑テフラの考IIi'.』た年代解明をI|的として|‘ilテフラのｔ下から出十:するk器の模索を行った。その結:果，

円筒下層ａ式土器は｜･和'''''１抑テフラの上位であるⅢI能性が高く，また同テフラが前期火水式11器との並行関係解明

の鍵屑となることが推定された。水柚では，遺跡事例からみたトドlllH巾廠テフラの災態を把捉し，’'1筒下層ａ式土器

のl師1期や煎行期の|を器について号察を行うものである。
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はじめに

純文時代前期中葉に降|､,した'･IllllllI仰テフラ（Tb-Cu）

は，十和田カルデラを給源とするテフラで，青森県南東部

から岩手県北部において顕著に確認され，、１１該地域の発伽

洲街においては遺跡の年代や文化IIriを剛る指標とされてき

た。十lllH中諏テフラ（以後Ｔｂ－Ｃｕと呼ぶ）の分布は，洲

介１１１F例のj糊加に伴い従来ﾙIil知されていたより遠方の地域か

らも確認されることがわかってきたⅧ

Ｔｏ－Ｃｕが降ドした縄文時代|iijlUlの収北地方は，北部''１

心に分布する円筒下I杵式土器文化と南部中心に分布する大

水式土器文化に二分され、ＶＬｌｆﾘ,!;と秋'11県を横断する北緯

40.線付近が大凡両者の接触地域と衿えられている。近年

のＴｂ－Ｃｕの降下年代に関する年代測定結果などから，’'１

簡上器文化の成立がＴｏ－Ｃｕ降下lf〔後に始まり，併せて

Tb-Cuの降下が三内丸111辿跡に代表される円筒土器文化

の形成と拡大に密接に関係する'１能性が極めて高いことが

わかってきた。すなわち，Ｔｂ－Ｃｕの降下時期を限定するこ

とで，、'1該期に東北地方を_ﾕ分する''1筒式・大木式1ｌｌｌｊ肯の

並行関係解｢ﾘlの手掛かりになるものと思われ，併せて長い

ＩｌＨｌ懸案側'iとなっている''１術1,.岬1m式の頂前型式の実態に

ついても，Ｔｏ－Ｃｕｌ､f位Ｎ'’11の|:器を検討することで，その

指標を,爪せる口I能性が考えられる。

本稿では，発掘洲作lＩ例からみたＴ１ｏ－Ｃｕの分布や内容

をlﾘlらかとした上で，Ｔ〔)-Ｃｕ降下期前後の土器を抽出・検
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』〒038-004Z青森市新城宇天出内lsZ-151li森県埋蔵文化11ｲ1淵i1rセンター
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討し，円筒下隅ａ式土器を巡る土洲棚;I|について考えてみ

たい。また，本柵で取り上げるＴｂ－Ｃｕの誉iIi学年代は，’'１

筒下層ａ式土器と人木式土器の併行関係や円筒下層ａ式

の直前型式の内祥に強い関わりを持つので，先にそれらを

扱った論考や洲杏事例などを挙げ，その研究史を整理して

みる。なお，水稲で使用している｢|jlllI村名は平成１６年段

階のものである

１．円筒下層式と前期大木式の並行関係に関する論点の整

理

円筒式と火水式の並行関係について、iIIj型式の設定者で

ある山内清ﾘ)仰１重は，円筒下層ａ式に対して大木１式が1ｔ

行する見解を水したところが，実際の発掘訓育からは''１

筒下層ａ式と火水１式の祁行関係をlﾘl碓に支持できる資

料は得られていないと捉えられる。その後，多くの先学に

より土器の剛式学及び層位的共伴資料（主に竪穴住居・土

坑・包含層などの共伴資料）から円間ド層ａ式と大木式の

並行（併行）関係について論じられてきたが，明確な解決

をみていない現状がある。それらの{iIl:究史や内容について

は，富樫泰Ⅱjf氏や石岡憲雄氏のまとめたものが詳しい（禰

樫，１９９３：イiliYil，1999)。この｢|'で術樫氏は北海道や秋''１

県の事例から．’11筒下層ａ式に大水３式，円筒下隠ｂ式

に大木４式が併行関係になる可能性を指摘している。相原

淳一氏は，円筒下|符ａ式・円筒下脚ｂｌ式に対して大木２ａ

式ではないかと考察し（相原，1990)，杉山武氏は青森ﾘ,↓
はしかみちようはくざ

階上町ロ応辿跡より円筒下屑ａ式に伴いＨ|土した大木系

土器を''1筒ｉＷｌａ式と大木Ｚａ式の折火叫I1式として仮称｢口

座式」と命名している（杉山，1989)。工藤大氏は，iIf森
きづくりまちたごやり》

県木造町田小膿野貝塚報告書｢'－１において，円筒下層ａ式に

大木Ｚ式が並行すると予察し，併せて仙台湾周辺資料の中

に大木Ｚａ式と大木Ｚｂ式の分肘発Ⅲ||された事例が無いこ

とを取り上げ，｜,|j者に時期差が存在するのか疑問を呈して

いる（工藤，1995)。名久井文ﾘl氏や大淵忠春氏は，｜｣1筒

下層ａ式に対して大木３式が並行する叫能性を言及し（名

久井，1971：大沼，1985)，武藤康弘氏は'11筒下層ａ式が

大木Ｚａ式より新しいとの見解を示している（武藤，1991)。

上述してきた円筒下層ａ式と大木式の併行関係について

研究史を整理すると，円筒下１両ａ式に対して①大木１式と

する説，②入木Ｚａ式とする説，③人木Ｚａ式と大木Ｚｂ式

をあえて区分せずI|'｢ｊを持たせて大木Ｚ式とする説，④火水

３式とする説に分かれる。

円筒下階式土器と入木式土器の接触地域は，大木ｌ～４

式のまとまった資料自体が少なく，特に大水３．４式は希

少性が高い。盗料が少ないことに起|火|して，＋食器の珊式内

容・屈性|'|体ｲく'１１瞭なこともiIl1j者の並行関係の特定を困雌

にする問題点と忠われる。

２．いわゆる深郷田式についての諸問題
ふ二・；だ

’'１筒~ﾄ゙ 層ａ式の｢I'r前型式の一つと考えられている深郷ｌｌｌ

式は，青森県I|(II1'''1深郷田遺跡出土土器に対･して１９４１年

白崎高保氏が命名した。その後，佐藤達夫氏などにより補

足が試みられ，また名久井文明氏の芦野辿跡第２群土器な

どがこれに相当すると考えられている。深郷田式の位置づ

けとしては，早冊Ｈ６類に後続し|｣1筒下ＩＷａ式に先行する

土器として捉えられているが，その珊式|ﾉ､l祥や編年的位|門

づけを含めてｲ<明|僚な要素が多い。武藤氏は東北地方北部

の土器資料をもとに該期の編年を提示し，これらの上器群

を第１～３類に分類したこで大木２ａ式に並行するとして

いる（武藤，1991）が，この中の第３奴が青森県のＨ本

海側を中心に分ｲ|jする深郷山式と呼ばれる1皇器の一部を含

むと理解される。青森県の調査事例からは上記したとおり

'1本海側（主に湘附山方）に事例がややまとまるものの良

好な資料が依然少なく，また，太平洋側で数例の出土が報

告されているが，’1本海側で出土するものと器形などいく

つかの点で違いが兄られる◎｣岩手県北部の凋査事例をみる

と，その報告〒1沖に深郷l-H式と記述されている土器は散見

されるが，本来の深郷川式に相当するものか疑問を呈する

ものもある。

Ｉ十和田中諏テフラについて

十和田系のテフラ研究については，故大池昭二氏や松山

力氏による精力的な研究業績があり，所IiW大池編年が今日

の於礎をつくり，発伽調査報告書の地形，地質，基本屑序

などの記載に広く引川されている（図ｌ)。ここでは発掘調

行事例からみたＴ１ｏ－Ｃｕの内容や実態について記述するが、

先に述べるＴＯ－Ｃｕの考古学年代に関連する研究史は，こ

の大池編年を基軸とされたものである。

１．十和田中諏テフラの考古学年代に関わる研究史

Ｔｂ－Ｃｕの年代について，二考古学側からは１９８０年代に入

り言及され始める。その代表的なものとして高橋輿右衛|Ⅱ」

氏と福田友之氏の論考がある。高橋氏は，「東北地方北部

の遺跡と火111灰の検討」（高橋ほか，1983）の中で，中撒
象 か そ れ

浮石の降下年代について岩手県二戸市I|'曽根Ⅱ遺跡例か
罰‘わざと

らﾉ<木２ｂ式期より新しく，二戸市上''4世跡例から円筒下

届ｄ式期より古い||州llllIilの巾に求められる可能性を示唆し

た。福田氏は，：ＩＩｉ森県東部～岩手県北部のに'1抑浮石関係調

査遺跡を集成した『考Ili学からみた｢巾抑浮ｲi｣の降下年代』

(福出，1986）の中で，前期初頭と前期末菜の間に位置づ

けられることを指摘し，併せて円筒下悩ａ・ｂ式及び大水

２式と中諏浮而１Ｗとの関連についてより注意していく必要

があることやIYiIl1源に近い地域での責料が不'11欠であるこ

とを今後の問題点として指摘した柵田氏の指摘後，発lＩ１１



|和''11|抑テフラからみた'11筒卜屑ａ式ｔ器成立期の上器様州（ＩｌＩ雅之・矛野端雄）
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－１２８０土”（平山・市川．1956）

－Ａｌ〕、９１s（町出・新井・森脳，1984）

－胡挑舘遺跡・・・平安時代中～末期

－堀野遺跡…Ａ,I).８１０（草間，ｉ鮎s）

一llljO土８⑪（人池・庄子，１９７４）

一く

一二

-＜

_Ｚ

［

22Ⅸ)上ｌ(X）（大池・庄子，1974）

三戸町泉111遺跡Ⅱ層…人iliilA′式

新郷村咽畑遡跡…晩ﾊﾙ上器（全形式）

血戸ＩＭＩ曲りlMIiMl跡…・'･腰内ｌ式

人勘ストンリークル・・・３０８０土１３０（渡辺‘ｌ９ｊ６）

3９２０（松ﾉ|:ばか，１ﾘ6ﾘ）

泉１１蝋跡Ⅲﾙ…４４４０土１４(）（背森脇救委’1976）

泉'11遺跡IIINW下部…’'1筒上hid式

十ｷ川ilIli明戸遺跡

(上脳ｕ・下埴。，十和山巾教委会，１９８３）

剛郷村畑内通跡（卜層ｕ・ｂ式．青森県教委，1993）

42(x)土ｌ(x）（｜和１１１湿地原研究グループ．1969）

6500土１７０（松井ほか，1969）

-'一和凹I1i寺上追跡・・・５６００土７０

(-|-和出市教委‘Ｍ､s）

三戸町境ノ択壇跡

類家自然貝層…５２８０土１００（大池・松山．1972）

日ヶ久保貝塚…585()土１０s（大池・松山，1974）

類家貝塚‘長七谷地貝塚

一三戸町鮪週勝

－８６()０土２５０（大池・高M6,1970）

一三戸寺ノ択週跡…１１１戸I､､闇式

-＜
三戸lllI赤坂遺跡

八戸巾WlI平週跡…爪形文上淵（肯森県教委，1982）

八戸巾櫛dl遺跡…多縄文上器（青森県教委，1997）

一階_|町蝋処岨跡…撫文」雛

－畑内遺跡基盤（ｼﾗｽ）・・・13470土２００（県教委,1993）

-1270()土２６０（人池，1964）

－埋没林…１３７７０土５１０（大池・庄子，1977）

一長者久保遺跡

-＜
23140土１０２０（大池，1978）

2s３６０土１３４０（人池，ｌＷ８）

31900＜（佐膝，1969)、33000＜（何．1969）

1５３

図１１．111+l火'11の史新世ｲ<～完新枇火山灰糊年（大池・I|'川（1979)．松'１１（1999）を改変)．

洲ffでＴｏ－Ｃｕ検出遺跡はjWﾉ''1の一途を辿るものの，Ｔｂ‐

Ｃｕと止器の関係をｌＪｌらかにできるⅢ1位的に良好な資料が

得られない状況が統〈。
てらがみ

近ｲド，Ｉ間'１源に近いI‘i森ﾘi1;十和''1巾寺｣を辿跡よりＴｂ－Ｃｕ

下位で火水Ｚａ式（鞭文Il-lの第ＶⅡ昨土器）と思われる|を
肱た心１．‘

器の''''２が確認され，またI1i森ﾘ11;ｉＷ郷村川11内遺跡におい

て，Ｔ１ｏ－ＣｕをTl:接Milり込んで構築された'11筋下ﾊ＃ｂ式期

の土器埋設遺構が検川され，さらにはＴ１ｏ－Ｃｕ肘をMIIり込

んだ'11筒下隅ａ式期の人咽住届も検出された（lxl2)。また，

'1仙跡Ｍ７場の雌ドル'|からは''1筒下層ａ式が川上したが，

その包含llYilI'〔1,.からは白色の砂質火111灰I曾が検出され，三

辻利一･氏による''1定分析紡果によりその火山灰I料がＴｂ－Ｃｕ

であるとされた（松|||ほか，１９９７)。さらに同遺跡Ｅ・Ｆ拾

場ではＴ()-Ｃｕの'二位からほぼ''1筒下l筒ａ式単時期の包含

I例が検川されている（小'11川ほか，2002)。

噴川源から連ﾉjの地域に月を向けると，岩手県遠野市
あやおりＬ人でん

綾織新'11週跡報｛'斜!|iにおいてＴｂ－Ｃｕは入木Ｚｂ式よ

り新しく、火水３式より１１｢いとの見解が示された（佐藤，
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日

青森県南郷村畑内遺跡
第29号土器埋設遺柵（土器がTo-CU層を壊して埋設されている）

中揮浮石膳

§

青森県十和田市大和田遺跡の中倣浮石層と

中掘浮石層の下位から出土した土器

中掘浮石層

わゆるＡ種（砂状）である

第29号土器埋設遺梢使用土器
（円筒下隔ｂ式）

階場遮物包

円筒下層ａ

含屑第５図下段Ｉ こ示したような

式が出土してい馬

中極浮石層（上の写
やや粒子が細かく‐

真と10ｍ弱しか離れていないが
白色客呈している）

青森県南郷村畑内追跡Ｅ捨場土層断面

図２１－ﾉｆ'''''''１抑テフラ（Tb-Cu）と上器の咋状（写真提供：青森県埋蔵文化財洲査センター)‘

ざわだ

勝手ﾘ,↓山門町沢|干'１遺跡の発;|》(|洲2002)。また筆者星は，器手ﾘ,4山門町沢|干'１遺跡の発掘洲

査に従事した際，理上中にTb-Cuが良好に堆積する住ﾊ'｝

跡を多数検出する機会があり，それらを考察した際に大水

2ａ式はTo-CuよりTl｢く，また大水Ｚｂ式についてもT1o‐

Ｃｕより占い可能性を予察したことがある（星，2002)。

雌近の'Ib-Cuの調査i}i:例から，｜'｣筒下層ａ式はTb-Cu

の上位，大木２a式はTb-Cuの下位の可能性が極めて高い。

今後の最大の課題としては，Ｔｂ－Ｃｕと人木Ｚｂ式の上下Mｊ

係解明が挙げられる。

２＋和田中諏テフラの噴出物と分布の様相

ここでは，発掘調査事例からみたTo-Cuの噴出物や分

布などについて，その概要を記述する。図１には所謂大池

編年を松山力氏が再改訂した-'一和|土|火山の更新|此～完新

世火山灰編年を掲載した。Ｍ４にはTb-Cuの分布と辿跡

の位置を示す。十和Ｈ|火''1のテフラは，上位から-|-和|||ａ
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罫耐震簿

岩手県二戸市上台遺跡第３トレンチ 岩手県二戸市沖l遺跡ⅢＢ区土＃１

岩手県山田町沢田l遺跡RA182住居跡理十十層岩手県山田町沢田l遺跡RA181住居跡埋十十層

=篭雲霞琴i菱ii燕鐸蛍

岩手県山田町沢田l遺跡ＲＡ２０１住居跡埋士士層岩手県山田町沢田l遺跡RA201住居跡埋十十層

岩手県住田町小松|遺跡２区土府岩手県田野畑村和野|遺跡南捨場土屑

図３糾予ﾘ１１:|人lの辿跡における-'一和ll-lrll抑テフラ（Tb-Cu）の雌状．

降下火山灰（Tb-a：９１５ｲi§と推定されている)，｜･和田ｂ

降ド火山灰（To-b：弥ﾉk時代前半と推定されている)，十

,ＩＩｉｎ中諏火山灰（Tb-cu：約５４００年前と推定されている)，

南部浮石（To-Nb:約８６００年前)，ミノ倉火'11灰（Tb-Nk：

10,000～12,000ｲ|皇lXi)，八ﾉ『火'1|灰（Tb-H：約13,000

年前）が周知されている。その他に南部浮ｲiの'二位にのる

椛山パミスがあるらしい。

筆者は火山灰の理化学的分析に関しては詳しくないの

で，ここではあくまで発伽洲汽時の肉眼観察の体験をもと

に，各遺跡の調査報告｢iドから読み取れるTo-Cuの顔付き

や分布についてみていくこととする。

’）１．ﾉ'''''1|'抑テフラのlIjI〔111物の種類について

Tb-Cuは，地域によって峻出物に差異がみられる。岐,,，

源からの距離以外に噴火時の風向きや天候などに起|火,す

ると考えられる。したがって，発掘調査時の肉眼観察にお
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いても，地域によって色調や粒子の様ｲ;Hが異なる｡今|Ⅱ|は，

別稿（星・須原，2004）で示したと同様にTb-Cuを大き

くＡ～Ｃの３種に分類して表記する。また，それぞれの

テフラの顔付きや堆積状況の参考資料として，図２～３に

６遺跡の状況写真を掲載した。

Ａ種：色調は茂燈色若しくは褐色などを呈し，粒子はＷ１

い。粒径数ｃｍの惟石や「中諏浮行｣，「アワズナ」（地元

で使われている迎称で，名のとおり粟色をした砂状を呈す

る）と呼ばれる粒径１～数ｍｍの細粒（砂状）軽石まで

をＡ種とした。Ａ樋は主に噴出源に近い地域でみられる(詳

細は不明であるが，岩手県の発掘事例からは概ね６０ｋｍ
うわだい

圏以内の地域と思われた)。|叉１３には淵手県二戸市上台辿

跡と二戸市沖ｌ辿跡例を掲載した，

止台遺跡のTb-Cuは，粒径５ｍｍ111の軽石中心である。

対して，沖Ｉ辿跡はアワズナと呼ばれる細粒１ｍｍ程の砂

状を主体とする。１１台遺跡例のほうが，沖Ｉ遺跡例より粒

径が大きい特徴が看取されるが，ただし，発掘調査報告群

で両者を区分したものは少なく，また粒径の大小の違いに

よる分布域の相違などは明確な区分が難しいため，本桐で

はこれらの様州を示すものを，併せてＡ極として一柄した。

なお，上台遺跡例のＴ１ｏ－Ｃｕの下位には，黒土を挟在して

南部浮石（地元では通称ゴロタと呼ばれている発泡の良い

軽石で，Ｔｏ－Ｃｕと較べて粒径が大きく色調は黄味が強い）

がみられる。:iIf森県内の事例としてＭ２に十和田市大和｢１１

遺跡・南郷村畑内遺跡におけるＴ１ｏ－Ｃｕの産状を示した。２

遺跡共にＡ柿であるが，噴出洲により近い大和田遺跡では，

粒径が２～３ｍｍ程度と大きく，｜間１１洲から約５０kmの位

置にある畑内辿跡では，岩手県沖Ｉ遺跡例同様砂状の１脚が

見られる。

Ｂ種：色調は黄色や肌色などが主体で，砂状あるいは粉

末状を中心にＷｉ土化した細粒軽両様も含める。岩手県では
あつめ、

従来から「安家火111灰」（菊池ほか,1981）と呼ばれている，

Ａ種と比較してllj淵源からやや離れた地域で確認されてき

たが，妓近の発MIl調査事例からは'1‘Wl1源より２００ｋｍ離れ

た遠方の地域においても良好な状態でみつかる場合がある。

図３には岩手県山|冊町沢田Ｉ遺跡と粁手県住田町小松Ｉ遺

跡例を掲戦した。

沢田Ｉ遺跡は，懸穴住居跡の埋土上位～下位に肌色，雌

下位に黄色を塁するパウダー状（やや粘土化して固い）の

テフラがレンズ状に堆積する。層厚は５～５０ｃｍである。

小松Ｉ遺跡は，斜面堆積と水中堆械の２タイプの堆積様州

が把握され，斜1ｍ堆積では雄大１０ｃｍ，水中堆積では最大

５０ｃｍの伸１１！』4が確認されている。写真は，良好な堆積が観

られる調査７区の土屑である。Ｔｂ－Ｃｕは３屑に区分され，

上部は暗灰色～黄褐色粘土質火'11灰，’'I部胴は暗灰色～ｆｌｉｔ

褐色火山灰と!|唯石の互暦,下部層は黄褐色～黄燈色軽石(粘

土化した粗肺附1）である。

噴出源からの距離は沢田Ｉ遺跡で約１４０ｋｍ，小松ｌ遺

跡で約１６０ｋｍ強である。両遺跡のテフラの様相からもわ

かるとおり，Ｂ極としたものの中でも色洲，粒子とも異な

る顔付きが看取される。

Ｃ種：色調は白色で，砂状を呈し，Ａ柿ほど粒子は粗く
こさんな↑.》 おおやざわり，だ

ない、青森県TIf森巾小言内遺跡やTii:森巾大矢沢野Hｌ（１）

遺跡で見られた仮称「小三内火山灰」（辻ほか，1994）や

安家火山灰と呼ばれるものの一部が該当する。分布域は明

確には把握できていないが，筆者の知る限り青森平野や三

陸海岸，北上山地の遺跡で確認されており，基本的にはＢ

砿と同様に噴出源から離れた地域で良くみられるようであ

る”また，Ｂ純と一緒に見つかる場合とiii独で見つかる場
ためはたむらわ↑ノノ

合の両者がある。｜叉'３には岩手県田野j:lll村和野Ｉ遺跡の俗

て場中にみられた白色のテフラ例を示した。なお，筆者の

体験で，白色のＴｏ－Ｃｕは，テフラ分析を業者委託した際

にＴ１ｏ－Ｃｕではなく別のテフラとの同定結果が得られたこと

があり，その同定には注意が必要と思われた。

２）遺跡事例からみた十和田中抑テフラの分布について

(図４）

Tb-Cuの分布については，遺跡蛎例から岩手県を中心

にして，ｉＩｆ森県についても概略を述べることとする。なお，

Tb-Cuの考古学年代に関する良好な州'1については，後述

することとするので，ここでは分布のみに視点をi門〈．

T1o-Cuは，『新細火|｣|灰アトラス」（'''１．|||・新井，2003）

に掲城されている分布図にみるとおり，十和|+|カルデラの

南東側の，上記した青森県南東部や岩手県北部で顕著に確

認されるが，秋田県では現時点で発掘調査:ﾂ＃例からは確認

されていない。噛火時の気象状態（特に伽西風）などにも

起因するのであろうか。なお，同じ十和H1カルデラを噴出

源とするＴｏ－ａは，秋IH県湯沢市堀ノ内遺跡をはじめ，奥

羽山脈の西側の辿跡においても確認されている。対して砦

手県の三陸沿岸においてＴｂ－ａは，久慈巾以南の遺跡では

確認されていない。詳しくは触れないが，lIlIjテフラの分布

の差異が，喧火の季節や天候などを推定する手掛かりとな

る可能性も考えられよう”

青森県

青森県の発MIl訓査でＴｏ－Ｃｕが検出された遺跡事例につ

いては，今ｌｕｌは||洲lの都合などにより詳細な集成作業を行

えなかった。桶川氏の論文には青森ﾘ11:|人lの３１遺跡が記城

されているが（桶川，1986)，その後約２０年を経過して

いるので、相当数の遺跡でＴｏ－Ｃｕが検出されていると思

われる『，ここでは，：l1f森県を大きく津'|離北邪（鯵ヶ沢町近

辺）と，津幌南部（弘前市・黒石巾近辺)，青森平野周辺

(青森市近辺)，下北地方（下北半島)，上北地方（三沢巾．
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る。旅状としては、主に沢や谷などの窪んだ地形や遺構内

でははっきりとしたI筒を形成するが．平坦な地形において

は，Ｍ１色止中にぼんやりと層を成す場合や，雌材として混

入した屑が砂質を柵びるといった様子である。比'肢的良好

な胴として検川された主な遺跡を挙げると，十I11H市寺l皇
なかさと

遺跡や，十和田湖ⅢI｢'－１照（２）遺跡，三戸Illj.泉|｣|遺跡，南

郷村Mll内遺跡，柵地村法師|,､iil（３）遺跡，階上町小板橋

(2)追跡，八戸巾焚'-1谷地２号辿跡，八戸市和野前山遺跡，

。 ７▲６

ワ
ざ6８

…三一Ｌ､i６ｊ １６０kｍ

今７０
皇７１

４，侭

５０グー~へ“_わ

〆

図４－|和Ⅱ｣巾諏テフラ（Tb-Cu）の分布と遺跡の位悩．遺跡名とその概要は付表１，２に示す．

。

Ⅷ

Krミ

面Ｇ

F三一、

、、』：

のへじ

野辺地''１１．六ケ所村近辺)、三八地ﾉﾉ（十和出湖の|判東部，
たつ二ざんリ)へなん二．；し入ごう

十ⅡＨ|市，十和'二H湖''11,｜||子町，三戸1111・南郷村，新郷村，
くらR,’し

倉ｲT村（現新五戸Ⅲ｣.),八戸市,五)fllll．（ｌ,!‘新五戸'111.）など）

の６地域に区分して，Ｔｂ－Ｃｕの分ｲ|j価向について記述する

発掘洲査でT1o-Cuが確認されているのは．そのほとん

どが三八地方に所在する遺跡で，｜和'１１湖東部周辺から．
ま‘くちかわ にいだがわ

馬淵川流域，新井|｣I川流域，太平洋l11lll判部に渡る地域に相

当する。テフラの祁噸としてはＡｉＩｉとしたものがi皇体であ

顎

Ａ種

Ｂ種

To-C

●
。
▲

,鮒９

k、４

Ｔの
ま
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かみへびさわ

八戸市売場辿跡,五戸''１１ｋ蛇沢（２）遺跡,下|干''''1向山（６）

追跡，などである。噴出源からのll1li雌は，八)rI1jで約６０

kｍ弱を測る。

その他の地域については，筆者の知る限I)，晶近青森平

1111に所在する青森巾小三内遺跡とilf森市大矢沢野田（１）

迩跡で検出された白色のテフラ（仮称小三内火山灰，ノ{》§

稲でＣ種としたもの）がTb-Cuと同定され，また上北地

方の三沢11i小山田（２）辿跡で検出されている（三沢巾の

ﾘ『例は筆背が探せなかっただけで，他にあると思われる)。

そして、野辺地町向'二Ｈ（18）遺跡では円筒下ＩＹｉｄｌ式の包

含隅下位からＣ種が，上北町占臆救旦塚などではＡ種の

可能性があるテフラがWi制されている。十和田カルデラか

らみて，南東方向以外の地域は明らかに飛散が希少であり，

脈西風がT1o-Cuの分布に大きく影稗していることを裏付け

るものと捉えられる．

以上，青森県内のＴｏ－Ｃｕの分布傾向について記述して

みたが，大雑把な内容であることは否めず，今後に多くの

検討課題を捉供する。

岩手県

岩手県のT1o-Cu検出遺跡事例は,A1･須原（2004）が｢岩

手県内の発MIl調査事例からみた十和|||巾諏テフラ」の巾で

集成を行ったが，県内’５４遺跡よりＴｂ－Ｃｕが検出されて

いる。ここでは別稿で示したと同様に，馬洲川流域と，三

陸海岸，北上川上流域．北'二川巾流域，北上山地奥羽山

脈の６地域に区分してＴｂ－Ｃｕの分ｲ|iや様相について概略

を記述する。

馬測川流域周辺の遺跡は，岩手県内において噛出源の最

も近傍に立地し，二戸巾や，軽米町，浄法寺'''１，－－戸町

ﾉし戸村に所ｲする遺跡の発掘調査では人半の辿跡でＴｂ‐

Ｃｕが確認される。これらの市町村は，噴出源から３０～

６０ｋｍ圏の地域に柵'1しＴｏ－Ｃｕの種類は青森県の三八

地方と同様にＡ種がほとんどで，アワズナを''１心に若干粒

径の大きな浮ｲｰiがみられる場合がある，遺跡の標高は８０

～３７０ｍのに集中するが，Ｔｂ－Ｃｕの分布と捉えるより遺

跡の分布密度や道路・ダム建設など|ﾙ1発行為に関係した値

と思われる．なお，浄法寺町の南側に位置し西il1llで秋田ﾘ,!；
あ‐」ぴがわ

と接する安代町は，安比I||流域の調frl『例が多いにも関わ

らず，Ｔ１ｏ－Ｃｕ検出遺跡を確認できない。このことは，秋、

ﾘ,!;内でTb-Cuの分布が確認できないことと同様に，噴火

時の気象状態や偏西風などに関係する口I能性も考えられよ

うか。

三陸海岸の遺跡事例では，北は極市町から１判は陸前高ＩⅡ

巾までほぼ全域からＴｂ－Ｃｕが検ｌｌＩされている。｜噴出源か

らの距離は７０～２００ｋｍを測る。テフラの極賊は，Ｂ種

とした所謂安家火'11灰と呼ばれる茄色や肌色の紛状を主

体に，ＣＩＩiとした白色の砂状を呈するもので，Ａ柿とした

アワズナは確認されていない（久慈市明神辿跡はＡ極の

可能性が残る)。立地については海岸段丘や，山麓斜而地，

谷底平野などに多い。遺跡の標高は７～２７０ｍの範附を

観る”堆械状況はI河状とブロック状の両方あり，遺構に|ﾘﾘ

わる好資料．多い特徴が併せて看取される。

北上川ｋ流域のＴ１ｏ－Ｃｕの検出辿跡は，岩手県内では雌
かみやぎた

も少なく，Ｍｆ岡市|鴬八木田I，Ⅱ辿跡と岩手'''1秋浦Ⅱ遺跡

で見つかっているにW(まる（Ａ柿もしくはＢＩｍ実態は

不明であるが．平野iWIなど低地からは確認されていない。

盛岡市は細文時代の辿跡発掘事例は多いものの，Tb-CL,降

下期前後と思われる細文時代前lﾘllir柴～に'１葉の発掘洲代

斗f例が少ないことがT1o-Cuが検川されない典|火|の一つと

考えられる。参考までに記述すると，Ｔｂ－ａは州当数の遺跡

で確認されている。
いざ＃，

北上111中流域では，北上市や，ｉｌ:刺市，水沢市，胆沢''1｣.’
だ'､,と?， せんｉｆや

大東町，‐関市，千慨|||｣.，藤沢llllの遺跡で確認されている。

筆者の知る限り北上市と盛岡市の'11間地域（矢巾町，紫波

ⅢI，花巻11iなど）からはＴｏ－Ｃｕ検出遺跡がない］噴出源

からのlllli雌は１２０～２００ｋｍを測る。遺跡の標高値をみる

と，１００ｍを超えるものが多く，Ｔｂ－Ｃｕの分ｲljが低地では

希少で,標高１００ｍ前後の段丘や台地で確認されるといっ

た特徴が鯨える。Ｔｂ－ＣＬ１の堆積状況は，ブロック状の堆砿

が張体で，Ｂ種が分ｲ|iしている。

北上'１１地ではＴ１ｏ－Ｃｕの分布がほぼ全域にみられ，大野
すみた

村や，葛巻'111,jiL;泉''11,福山村，遠野市，住|+|町の遺跡

から検|||されている。噛出源からの距離は７()～１８０１<ｍ

を測り，特に遠野市や住田町の辿跡からの検出例が多い。

T1o-Cuの祁類は砂状ないし粉末状を呈するＢ柿が多く，ま

たI’1色を鼎するＣ柿を検出する辿跡も少数みられる．Ｔｂ‐

Ｃｕの堆械状況は、ル↑状とブロック状のどちらもみられる。

奥羽山脈は脊梁山脈ともよぱれ府下県と秋'11ﾘ,!；の県境の

大半を占め，合せて太平洋側水系とＨ本海i11I水系との分
Ｊ鋤-jわたり

水嶺をなす。この地域は，湯田町大渡II遺跡例（後1ﾘllll

石器時代の遺跡，標向２６０～２８０ｍ）だけに閉まる。上

記したとおり隣県の秋|Ⅱ県の遺跡‘|；例が拷無な状況からも，

この地域は元々Ｔｂ－Ｃｕの飛来''1体が希薄である可能性が

ＩＩｈい。

なお，宮城県内の辿跡からＴｏ－Ｃｕを検出した事例を飛

行は知I)得ていないが，上記してきた北上山地や，三陸沿

岸，北上川''1流域の分布様相を蝋みると，寓城県北部地域

は今後確認される可能性が高い。

Ⅱ調査事例からみた十和田中諏テフラと土器の前後関係

Ｔｂ－Ｃｕの降下に関迎して十X器がⅡ|上した良好な事例を

抽出したが，これまでの研究成果から，前期初頭長七谷地

III群～前1ﾘl中葉円筒下I曾ａ式期，及び大木ｌ～３式まで
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の事例を中心とする。

なお，各遺跡から出1名している土器の時期的位侭づけや

型式などについては，基本的に服告ＴＩのiLl述を優先するが，

一部筆背の所見を述べた。記述する上器の時1111に誤りがあ

れば全て繁荷の責任である。

１.十和田中諏テフラ下位の土器

Ｔ１〔)-Ｃｕド位の土器については，近年iillliIi1r‘'1:例がjWﾉlllして

いる。ここでは調査報告７１｝などから/Ｗ'↑が良好な事例と判

断した遺跡資料を挙げる。
てらがみ

青森県十和田市寺上遺跡:鮒IⅦｳがT1()-Ｃｕ(本稿のＡ脈）

暦で，その直上の第Ⅱ１Ｍから第vlIlllド|器（''1筒下Ⅳ柳ｌ

全般，特に以前の調査では''1簡下|仲ａ式が川-ｋ）が，節Ｖ

層とするＴｂ－Ｃｕ直下肘から節１群(I｢Ｗｌ)～VII群土器(前

期中葉）が出土している。特鞭されるのが，Ｔｏ－Ｃｕ下位か

ら洲土した第Ｖ～Vllハドヒ器であり，IIL稲'''６類・火水

Ｚａ式等にそれぞれ比定できる。’１１でも火水Ｚａ式に比定さ

れるVII群土器は量的にややまとまりがある。該期土器群

を考える上で重要な資料と号えられるため，やや詳しく記

述する。VII群土器は７～8111j１体がｌｌＩｌ:している。全体の

器形が復元できるものは２点のみであるが，器形は(IlIl筒

形を1i1するもの．②lllIil部にふくらみを持ち11縁部が外|叉す

るもの.③llliil部にふくらみを持ち｜|ﾙ州Iがほぼまっすぐ立

ち上がるもののおよそ３祁賦が見られる。’1唇端部は1m取

りが顕符に行われ，先端部がやや肥ｌｌｊＩするものが見られる。

波状|I縁や突起がつくものが多いが，１２級も兄られる。｜ｌ

縁部文様はすべて結節Inlll瞳文（兇かけはｲ<樵撚り糸文と｣ど|；

き瓦状撚り糸文の２種が見られる）であI)，ルリ部文様には

３段複節（ＲＬＲ・ＬＲＬ）による非結束羽状縄文や単軸絡

条体節１類・第１Ａ類がみられる。胎|:には繊維が混入し

ている。ｌＸｌ６～９などは実illll図のみを見れば器形・文様等

の点で円筒下層ａ式と間違えそうであるが，０段がｲj撚り

の縄を原体としているｉや，胎土，内lili洲幣等の点で'11筒

下屑ａ式とはｌ線を山するものであることを指摘しておく。

また，ＶＩ群土器はいわゆる深郷H1式に伽似する資料であ
ながｗ

るが，永野遺跡前期第４類|を器とは器||などの而でｿ噸な

ものを感じる。しかし０段ｲ｢寄りの紬を川いている点では

類似性が兄られる資料である。節Ｖ僻の''－１には結節|''|転

文が間隔をあけて多段に施文されているｋ器がある◎胎|：

や縄文原体の雰囲気は節Ｖ脈のいわゆる｢,L稲川６類ｈに

類似する。
なかL，と

青森県十和田町中里（２）遺跡：Ｔｏ－Ｃｕ（Ａ樋）直下I仰

より早稲田６類、表館ＸＶ聯と称されるｋ器が出土し，’'１

筒下肘式土器がTb-Cuの上から川上しているようである。
わのまえや謀

青森県八戸市和野前山遺跡：Ｔ１ｏ－Ｃｕのばらつきのみられ

る1Ｖ肘の1面下層より．節８群土器とするIIL稲1116類'二器

が出土している。報文''1ではこれら第８群ｔ器をＡ～Ｅ

に細分している。第８群土器は基本的には早稲田６類ａ．

ｂを主体とするが，’－１紬ＷＩに結節回転文を施文するものや．

組縄縄文を施文しているものも川|きしている。報文中では，

川土地点の連いからユニットＡ・Ｂに時間兼があることを

指摘しているが，今Ｈ的にはlIj検討の余地がある資料であ

る。
ちょうし(＞やち

青森県八戸市長七谷地２号遺跡：Ｔ()-Ｃｕ（11ｌｂ層）ド

位のｌｖ＃1より鮒３撤剛|+とする火水２ａ式と推定される|：

器（結節'1''1|瞳文が全而に施文されている）が出ｔしている。

福田氏が論文''1で取り上げたことで，Ｔｂ－Ｃｕと大木２ａ式

の関係に．ｲｰiを投じた邪例といえる。
ざわうち

岩手県二戸市沢内Ｂ遺跡：Ｔｂ－Ｃｕ（ＡlIi）下位より前期

初頭～前災に比定される上器俳が出土している。これらの

土器群は大木ｌ式直前ｲfしくは前後に比定されようか。
うわざと

岩手県二戸市上里遺跡：」上端部遺物包含層において、

Tb-Cu（Ａ柿）下位よ')111.101（I群）から前期（II群）の

ｔ器がＨ１|:している。その内、Ⅱ群ｌ～４類に分類された

ものが前期初弧に．Ⅱ群５～７類に分類されたものが前

期前葉～I|'葉とされている。Ｔ１ｏ－Ｃｕ降下期直前と思われる

II群５～７伽|名器についてfl暗の所兇を述べると，Ⅱ僻

５．６類は火水Ｚ式ﾎ||､''iに，Ⅱ僻７倣は火水１式後半にﾉ|;|｜

､ｌ１する可能性がある『，また，Ⅱ僻４類ｋ器は，報告書''1で

は前期初蚊に位慨づけられているが．武藤氏の編年（武藤，

1991）に従えば火水２&'式に1t行する可能性があり，前1ﾘｌ

前葉～ｌｌｌ蝿ﾘlの111能‘|'|§がある。東北地方北部における入

木Ｚａ式の特定やその並行（併行）関係にある土器を明ら

かにすることは，Ｔｏ－Ｃｕのｲド代に関わりが強い問題である。

予察的になるが，ＩＩ群４願土器とＩＩ群５．６類土器の時間

差を脚位的に証Iﾘlできる資料の出現により，東北地方北部

における火水Ｚａ式並行期に州､ｌ１する上器群の存続期間や

複雑な様相を,jくす該期編年の幣備に奇ﾉjもするのではないか

と思われた。
つぶれやろ

岩手県二戸市漬谷地遺跡：Ｔ１ｏ－Ｃｕ（Ａ稲）下位からLIl

稲|干'６類州》'1の|:器が川上している”土器の出土量が少な

く，また|器1W』式の特疋には|＃他を残すものの，Ｔｂ－Ｃｕと

早稲田６類!＃１ｋ器とのlIM係をllIilむ良好資料と捉えられる。
こあん

岩手県浄法寺町五庵lⅡ遺跡:Tb-Cu下位より早期（I群）

から前期初蚊(Ⅱ群ｌ～６頬)とする土器作がl{|土している。

前期初蚊のⅡ僻'二器は，洲１部ＩIl1では11僻１類が火水１

式及び１Ｍ｜式に．Ⅱ脈２噸は作llIllI式賦似に，Ⅱ群３．５

類は円筒下l『ａ式に，Ⅱ群４賊は円筒下胴ｂ式に、ＩＩ群６

類は大木Ｚ式頬似に対比されている。筆行の所見としては，

Ⅱ群１～２噸は大木２m式より古手の土器群と判断される

が，ＩＩ群３～５類をllliWドＩＷａ・ｂ式に比定するのには疑

問がある。具体的には，’'1問ド屑ａ式とするＩＩ群３類は
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大水Ｚａ式相当に並行する上器に、そしてⅡ群５類は無文

のｔ器群であり円筒下Ｍａ式とは判断できない。’'1術下層

ｂ式とするⅡ群４類は，波状口縁で紡宋羽状縄文を施文

する特徴から大水Ｚａ式に比定される可能性が高く，Ⅱ群

６噸は大木２ａ～Ｚｂ式の範||博で捉えられる。よって，札|対

的に大木２ａ～Ｚｂ式がＴｂ－Ｃｕより古いと捉えられる事例

と判断する。
あすかだいち

岩手県浄法寺町飛,烏台地Ｉ遺跡：蝶穴住居跡資料と遺

物包含層の関係からＴｏ－Ｃｕ下位より１７１．冊Ｈ６類相当，T1o‐

Ｃｕ上位でlil筒下層ｄｌ式が出土している。
さきやま

岩手県宮古市崎山貝塚：包含層のＴｏ－Ｃｕ（安家火山灰）

ド位よりＩ群土器（大木１式札l当）が'11土している（高橋

ほか，1995)。賊山貝塚は，低l史跡指定に関わりその後も

確認調査が実施されており，今後の調査成果によりＴ１ｏ－Ｃｕ

前後の土器編年に寄与することが期待される。
さわだ

岩手県山田町沢田Ｉ遺跡：前期住叩}跡が約８０棟検出さ

れており，その中で２１棟の竪穴住届跡の埋土からTo-Cu

(Ｂ種）がレンズ状や，層状，ブロック状に堆積しているの

が見受けられたに,前期住111}跡は，大木１式～大水Ｚｂ式の

時間'幅で捉えられると思われ，筆者の考察では火水２ａ式

がTb-Cuより古く，大木Ｚｂ式についてもその可能性が極

めて商いと思われた。追記として，川土土器全般を観ると、

細文前期においては大水ｌ式以前と考えられる土器は少量

であり，大水ｌ～Ｚｂ式が主体で，大木３式と判断される

土器はない。また，大木４～５式は少壮確認されているに

とどまる。（大木４．５式川の住居跡は認知されていない)。

この遺跡は細文時代早期～'''1ﾘ１，弥』|ﾐ時代，奈良・平安時

代の複合集落遺跡であるが，Tb-Cu降下後から中期111葉の

大木８ａ式までは集落としては衰退したものと捉えられる。
だいとうちようならさき

岩手県大東町奈良崎11遺跡：竪穴住届跡でT1()-Culく

位より前期上器（大木１～２式相当と推定）がＩＨ－ｔしてい

る。竪穴住居跡からの川上土器量は貧弱であるが，ｊＩＭＭＬＩ

におけるＴｏ－Ｃｕの堆積状況は良好であり，出土土器はＴｏ‐

Ｃｕ降下期を反映しているものと判断される。
ごんげんまえ

岩手県遠野市権現前遺跡：竪穴住ＩＩｌＩ跡でTb-Cu（Ｂ種）

が混在するjIl1土中より火水Ｚａ式が川上している。澗査報

(1渚はT1o-Cuより古いと捉えているが，客観的にみて報告

評に載る土Ｍ断面図などからＴｏ－Ｃｕと出土土器の新|||関

係を判断するのは難しいように思われた。また，報告詳中

には大木Ｚｂ式に該当するｓ字状連鎖沈文を施した土器が

まったく見られなかったとの記述があり、Ｔｂ－Ｃｕと大水Ｚ

式期集落の関係を研究する上で，好責料と判断される。
すみたちようこまつ

岩手県住田町小松Ｉ遺跡：遺跡内ではＴｏ－Ｃｕ（Ｂ卿が

斜而堆積と水I|』堆積の２タイプの堆械が確認され，併せ

てＴｂ－Ｃｕと土器の出土|紳位を明確に捉えた事例として評

１１lliされる。住届跡のＴｂ－Ｃｕ下位よりIIL期後葉～前期初頭

の土器が出こしている。また，調査２１ＸよりＴｂ－Ｃｕ下位

のIVa2隅からＩＸ群土器する大木Ｚ式仙当が川上してい

る。併せて入木式に先行する-t器群で，当該地域において

早期末葉～前期初頭に位悩づけられている上川名２式州当

の|皇器群が，ｌＶａ３～ＶＭで川土している（吉'二H，2004)。

この褒例についても沢H二'１辿跡や椎現前遺跡などと同様に，

大水３式など入木２式以降の土器は確認されていない。

２.十和田中諏テフラ上位の土器

ここではT1o-Cu上位で捉えられた''１筒下層ａ～ｂ式と

大水Ｚ～３式前後の事例を抽出した。Ｔ１ｏ－Ｃｕ下位で上器

が出土した'1『例に較べて，Ｔｂ－Ｃｕ上位で土器が出こした事

例は少なく，その判断も附雌な資料が多い。
はしかみちようこいたばし

青森県階上町小板橋（２）遺跡：Ｔｏ－Ｃｕ（1Ｖ届）の上

位であるⅡＷｉから円筒下ﾙﾘ式が出|こしているようである。

また，この遺跡事例はＴｂ－Ｃｕ下位において，早Mﾘ|の土器

はある程度の出土量があるものの，円筒下層式は皆無であ

る。また，報文中では表餅式～円筒下屑ａ式とされている

土器群は，柵I淵の遺物|叉|版を見る限り前期初頭と''1筒ド

咽ｂ～ｄ式にそれぞれﾎ||当すると思われた。
はたない

青森県南郷村畑内遺跡：Ｅ捨て場のＶ111屑が水性堆積

によるＴｏ－Ｃｕ肘で，その':位に載るVIlal曹とする辿物包

含|ＷよりＡ肝土器（このＥ袷て場では円筒下解ａ～ｂ式

が主体）が多Ijtに出土している。併せて，大木２～４式に

卜||当する異系統ｋ器がｲ汗賦Ｈ１土している。また，ＩＸａＩ曽

とする南部浮ｲiの混入するＶIⅡ層（T1o-Cu）下位の1増よ

り,早稲出６ｿ洲|当の11器が111土している。この遺跡１１例は，

''1筒下層ａ式（新段階か？）とＴｏ－Ｃｕの屑位関係を捉え

た数少ない良好な資料であり，円筒下ＩＩＹｉａ～ｂ式に併行す

る火水系土器（いわゆる|']座式は出上していない）が出土

している点も注目される。そして，早稲旧６類州当の土器

僻がTb-Cu下位で相違ないことも併せて立証している。
かみへびさわ

青森県五戸町上蛇沢（１）遺跡：Ｔ１ｏ－Ｃｕの混入するIⅡ

〃'|より円筒下屑ａ式が出こしている”このIⅡ|神は下方ほ

どTo-Culll来の浮石砂が密に混入する。隣接する上蛇沢

(2)遺跡からは，ＩＩＩＣ層とするＴ１ｏ－ＣＵ層の上屑であるⅡ

ﾙ1から''1筒ドル1ａ．ｂ・ｄ式が，中期・後期の土器と汎在し

て出土している。
おおひなた

岩手県軽米町大日向11遺跡：第６次～第８次洲ff報告

課（高木、1998）において，円筒下Ｍａ～ｂ式期の住居

跡が多数報flfされている”それらの''1で，ＱＩｖｌ２住｝I'}跡

や，ＯＩＶＯ７住居跡，ＰＩＶｌｌ住居跡などで，Ｔｏ－Ｃｕ（Ａ種）

が混在する埋'２より該期の上器が出土しており，報侍者の

高木晃氏よI)Ｔｂ－Ｃｕより新しい段Wlfと捉えられることを

御教示いただいた。ＱＩｖｌ２住居跡からは１１１筒下Ⅳ'ｉｎ式が，

ＯＩＶＯ７住居跡・ＰＩＶ１１住居跡からはそれらと併行関係に
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なる''1能性が極めてil9Iiい人水系１２器が川上している。なお，

ＯｌＶＯ７住ＩE}跡，ＰｌＶｌｌ（iJiW跡出土の大木系'２器について，

Ｗ'↑の所見としては所洲|'|Ｎ《式と入木２～３式の共作例と

も受け取れる。そしてこれらのｋ器には組紐''''1|砿を施文す

るものが一定量含まれる。この遺跡事例は，Ｔｏ－Ｃｕと''１筒

下ＩＷａ式の新旧関係を捉えただけでなく，111筒|､ｆｌＷａ式と

火水式の併行関係を考える上でも貴重な資料と号えられる。
うわの

岩手県一戸町上野Ｂ遺跡：Ｔｏ－Ｃｕ層（Ⅱ1Ⅳ1）及びその

'２位のⅡﾙより円簡1,.ﾙ'ﾊ'式が'11土しており，Ｔ()-Ｃｕより

'11筒下|啓ａ式が新しいと､ド|l断される。ただし，BlIO3土城

は，その埋土上位にＴｂ－Ｃｕがレンズ状に堆械し，その1,Ｆ

位の黒褐色土中からiiii期上器が州土した旨の記述があるも

のの，その前期土器は鞭flf,！｝に掲載されていないため，円

筒下噛ａ式なのか群し〈はそれより古手の士器なのか窺い

知れなかった。
わの

岩手県和野Ｉ遺跡：|何榊て場でT1o-Cu（Ｃ柿）｜:位のｌ

～３c眉から前期後葉～''11ﾘlliii葉を中心とする土器が多岐

に川l1している。Tb-Cuif〔|:の３e層出土土器を概観すると，

文様が地文のみの籾製|:器が|l立つ。文様からある税度時

期が判断できる土器としては，’'1筒下層ｄ式を'''心に'11筒

ｌＷｉａ～ｂ式，白座式などがある。前期大水式とI認識でき

るものは見当たらない（3cI1Yiより上位の３ｂ・３clIYilll土の

''1には大木Ｓ式が含まれるが，３c牌及び３．１ＷはＷｌ製|:器

が圧倒的に多い)口特徴的に!,,Lられるものとしては，メL細

細と思われる原体を施文する土器が一定量含まれる。

３.十和田中諏テフラ上下の土器

ここでは．Ｔｂ－Ｃｕの｜:下肘で'２器が出ｔした洲iI郡例

や，T1o-Cuとの牌位的|:|側係が明確にはⅢ;|めないものの

川土l菖器の時期に辿統1|ｉが認められる事例などをlllllllする』

ここで記述する事例は，′I()-Ｃｕの下位か上位の，イヤし〈は

To-Cuを跨ぐ重要な資料で，概ね大木２ｂ式期のllH刈叩Ｉ

を'''心とした。
なかそれ

岩手県二戸市中曽根Ⅱ遺跡：Ｔｂ－Ｃｕは曝穴住11'}跡８棟

の埋ｔ上位～中位に肘状およびレンズ状に堆横が確認され

ている。その中で150号111皇よりTb-Cu下位で大木Ｚｂ式(搬

告11『でのＩＶ群土器）が出|:し，１５３号jjtよりＴｂ－Ｃｕｌを位

で大水Ｚｂ式が出土している。この２棟の堅穴住1111跡の１２

器川土状況を相対的に捉えると，Ｔｏ－Ｃｕの上下で火水Ｚｂ

式がlll土する可能性が飼える。ただし，他の６棟からは

lﾘl雌に大木Ｚｂ式が川土したものはなく，またｌＳＳり･jIl倉の

断面図などを見る限り埋土上位にかなりの撹乱がみられる。

そしてTb-Cuを蔵る該期の遺構も検出されていない。これ

らの川1二状況からこの11例について所見を述べると，火水

2ｂ式はＴ１ｏ－Ｃｕのﾄ゙ 位の111能性はあるものの，上位で川|：

することには否定的に思われる。

はや＆かたい

岩手県山形村早坂平遺跡：Ｔｏ－Ｃｌｌ（MIi）を埋土に含む

竪穴住'''１跡が４抑確認されておI)，｜|｜|：上器は入木１式を

主体とする。また，Ｔ１ｏ－Ｃｕが埋上|皇位～'|｣位に混じり、埋

土下位にＴ１ｏ－Ｎｂが混じる陥し穴も検川されている（Tb-Cu

よりは確実に,Iiい陥し穴例と思われる)。川'2土器はＩ群～

VII群に分類されているが．そのI|'でＴ()-Ｃｕと関わりを持

つのが，Ⅱ脈|を器（挺七谷地III群，炎飢式ｲ'１当）と'Ⅱ群

土器（大水ｌ～３式）である。そして，111群l皇器はＡ～

Ｑ類に分航されており，それらの|+|土伽仙はIⅡ～ⅡＩＣＩ『‘'｜

として分IIYiされ，１１ｌｂ層とするＴｂ－Ｃｕ混入'1‘1とその上位で

あるⅡ11Ｗ･ＩⅡa1脚,T1〔)-Cu下位のlllCl仲からの出上となる(一

部1111筒よ')上位のⅡ層とＩⅡｃ層下位のIvI筒系から出土

した-t器も含まれる)。報文中には，「この包含層の形成に

は人為的な堆俄だけではなく、降|:ljなどによる遺物の移動

及び土肘の：次唯横などが介ｲ'冒する叩能性が否定できな

い」との報併荷の1,,1解がある（北村，２()()4ハよって，Ｔｏ‐

Ｃｕが本来のMli';を保っているものか湖川祝される部分も

あるが，｜|｜ヒヒ器の時期に連続性を感じるので，今後検討

を試みたい。
さわた

岩手県釜石市沢田２遺跡：包含lIyiのＴ１〔)-Ｃｕ（Ｂ種）の上

下で|§川名２式～前期大木式全般が川上している。報告

者の所見としては，大木Ｚ式がT1o-Cuの下で．大木３式

がT1o-CL,の|:で''化する傾向が窺える（脇),l}，2002)。こ

の遺跡はIiiilﾘl火水式全般が'11土している岩手県内でも稀な

事例である。ただし，地形的な隙境に胆|火|して，遺跡内で

Tb-CuI'1体がかなり動いている様柑ではあり，層位的には

良好な資料とはいい難く参考資料の評lilliにとどまろう。
うわのたいら

岩手県藤沢町上野平遺跡：包含I仲の111で．細分層位で取

り上げたりⅨ．Ｅ区はＴｂ－Ｃｕ（Ｂ棚と入木式土器の関係

を示す良好な涜料と判断される。以下に概観すると，Ｄ区

はTb-CuiI'言〔|州より入木２ｂ式,|;|ド11と火水４式が，Ｔｂ－Ｃｕ

屑～T1o-Cuil'Ｉ下ﾙﾘで大木Ｚｂ式卜'1斗11及び大水ｌ式が出ｔ

している。ＥⅨはＴｂ－Ｃｕ直'二層より大木Ｚｂ式相当と大木

４式が，Ｔｏ－Ｃｕ胴で大木Ｚｂ式相当が，Ｔｏ－Ｃｕ直下層で大

木Ｚｂ式州､'1及び大ｲ<１．Ｚａ式机111が川|Zしている。以上

の状況から，強く言えるものではないが，Ｔ()-Ｃｕのｔと下

で大木Ｚｈ式の新段階（若しくは火水３式？）と旧段階に

分かれる側I能性を匂わせる資料なのかもしれない。
めやおりしんでん

岩手県遠野市綾織新田遺跡（新田11遺跡）：遺跡は縄文

時代前期'11梁～後葉の集落跡で，人ﾉﾘ111；ＩＩｌ}跡が環状にNl」

される。Ｔ()-Ｃｕは化居跡８棟と,小腰穴辿構３棟,土坑６基，

また道路状遺構の検出面から検||Ｉしている。いずれの遺構

でも埋上IliにおいてＴｂ－Ｃｕ(Ｂ極)がブロック状に混入する。

報告評によると，ＭＭ士にＴｏ－Ｃｕが混入する遺構としない

住居跡とに分けられ，Ｔｏ－Ｃｕの混入する｛iJII}跡からは大木

2ａ・Ｚｂ式が，混入しない住居跡からは人ノド３．４式の土器
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が出土したとある。止記のことから相対的に捉えて，大木

Ｚｂ式がＴｏ－Ｃｕより,{｢〈，火水３式がＴｂ－Ｃｕより新しいと

考察されている（佐藤，２００２：洲査時の遺跡名称は新|+Ｉ

Ⅱ遺跡とされていたが，ルA在の遺跡名称は綾織新''1遺跡に

変更されているため，本稿ではそれに従う)。併せてＴｏ‐

Ｃｕの降下以降についても継統した集落資料としても，貴

堕な事例といえよう。
なんぶとうぎようだんち

岩手県北上市南部工業団地遺跡：Ｔｂ－Ｃｕについては，

服告吾中の基本土＃'|での記illRはないもののＣＯ()７竪穴住1iI＋

跡の図や写典において，埋土上～ｌｌｌ位にＴｂ－Ｃｕ（Ｂ仰）と

推定される火111灰のlYi状の唯hliがみられる．このⅣ↑上面よ

り,報告書でのIII群ｌ師（火水Ｚ式相当,火水３式混在？）

に分類された土器が出|宣している。また、Ｔｂ－Ｃｕが確認さ

れていない包含屑出土に前期前災～中葉の良好な資料が多

い。

４．小結

Ｔｏ－Ｃｕ下位の遺跡事例は，比'肢的類例が期えている。そ

の巾で早稲田６類相当の上器は，１節で取り止げた辿跡事
。iんごうやｆ そと厳かれ

例以外に青森県南郷村ごi合|||遺跡や，南郷村外艮根（４）
ちょうじゃもり 雄らだて

遺跡，八戸市長者森辿跡，八jrIlj楢餅遺跡などにおいて，

To-Cu下位からｌｌＩ上している。また，上記した武藤細ｲi;に

従って（武藤第３類が深郷旧式州当)，’'1簡下同副式の|(1〔

前咽式と考えられている深郷川式がT1()-Ｃｕと絡む111例を

みてみると．上111遺跡やパ応lⅡ辿跡川上|:器はＴ１()-Ｃｕの

下位である。ただし，TIf森ﾘ,!;の深郷Il1式の|||土‘|'Ｗ'|をみる

と，津軽地方を中心とした||本海側が主体であり．Tb-Cu

が主に分布する地域からは出土をみないことから，Ｔｂ－Ｃｕ

に関連する事例は非常に希少である。深郷田式については

111章で後述する。

上記でみてきたＴｂ－Ｃｕとの州立的Ｉ州lを総括すると．屑

位的に確実と断言できる'１１‘例は希少という現状である。実

際の野外調査時において，Ｔｂ－Ｃｕが一次堆横なのか二次

堆積なのかを同定するのは祥易なことではなく，また二次

堆積の場合であっても降下時川を反映している状態なのか

どうか判断に苦慮する場合が多いと捉えられる。必然的に

調査報告書から，Ｔ１ｏ－Ｃｕが降下時期を反映している状態な

のか，後世の再堆穣の艇いがないかどうかを読み取ること

は困難となる。特に噴出洲から比較的近い地域に分布する

本稿でＡ種としたものは，砂状であるため，j11l息に混じり

やすく，流されやすい性fTのため，よほどの好条件にめぐ

まれなければ純屑の状態を保つことは難しい。またＴｏ－Ｃｕ

が良好な状態であっても-12器の川kM;が貧弱な'|；例も多々

みられる。ここで取り上げた'1ｉ例については，洲fIr報告評

より出土土器がＴｏ－Ｃｕの降下時期を反映している可能性

の高いと判断したものである。

ＩＩＩＴｂ－Ｃｕに絡む土器群の型式学的特徴について

前章では，ｿ帥'1淵ijlf事例から読みとれるＴｂ－Ｃｕと土器

型式の関係について概観した。その結果,①長七谷地III群，

表館式，大木ｌ式，火水２ａ式，早稲l+'６頬土器は確実に

T1o-Cuの下位から'111Zすること、②''1筒下肘ａ式はTb-Cu

下位での出土例がＪ,l時点で皆無であること，③大水３式

がTb-Cuより上位で出土する可能性があること，という３

つの事実がｉＩ｝られた。また，いわゆる深郷lll式と，口座式、

大木２ｂ式などについては，Ｔ１ｏ－Ｃｕとの|ﾘllIIfな｣壬下関係を

現時点ではｌ１ｎｌみきれないという111:実も判|ﾘlした“

本章では，前iWfまでに扱った遺跡川止盗料や従来の編年

観を踏まえつつＴｂ－Ｃｕｔ下の土器群について，現時点で

筆者が理解している咽式学的な特徴を整理し、これらの土

器群を考える上での問題点を提起したい。

1．Ｔｂ－Ｃｕ下位の土器群について

先述の通り，Ｔ()-Ｃｕ下位からは，表節式や’１Ｔｌ稲田６類

土器，大水ｌ～２a式12器などが川土する。以下にそれら

の型式学的特徴を列記する。

おもてだて

表館式（|xl5：1-6）

表館式は六ヶ所村友飢遺跡出上上器を標識として佐藤達

夫氏により投定された咽式である。Ｔｂ－Ｃｕとの層位的関係

を持ったｌｌｌＭＩ:例として,大矢沢野111(1)遺跡の例をあげた。

器形：底慌が小さく，底１ｍがやや丸みを榊びる平底深鉢

を基本とする。底部から｜I縁部までややふくらみを帯びな

がら立ち上がる器形（１，２）とIﾘl碓な頚部の括れを持つ器

形（3-6）の２荷があり,後:背の1-1縁部は外傾するもの（５）

と受け口状に弱く内湾するもの（3,4,6）がある。底面に

は連続刺突文が同心円状に施文される例が多い。

ｎ縁部形状：平縁が堆本であるが，倣かに波状縁も見ら

れる。

１１唇端部：jWlⅧはliIi取りや磨きが施され，内削ぎ状にな

るものや|ﾉL|ﾉｲj仮るものがある。端部klliIiへの施文は基本的

にない。

口頚部文様'|Ｗ：（Wjt）竹椅や爪？状1鴬典による連統刺

突文や垂1W未jIlillループ文等によるIﾘl碓な１１縁部文様帯を形

成するものとしないものがある。文様柵内は，平行基調の

単純な文様椛成のみのものと、三角繋ぎその他の幾何学的

な文様を構成するものの２者がある。

胴部文様：末端ループ文（０段多条，Ｗlい物と細かいも

の有り）や述統刺突文が叩純に爪脳するものが多いが，１１

縁部文様帯と同様に幾何学的な文様を構成するものもある。

また．コンパス文がアクセント的に川いられる例も少なく

ない。

胎土：繊維を多１，tに含んでいる。
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分布：東北地ﾉﾉ北部L|本海側にやや多く出土する傾向が

ある。また，北海道南西部（渡島14烏付近）においても蹴

似した土器の出ｔが見られる。本型式は東北南部（柵鳥ﾘ,!；

や山形県で見られる）の大木ｌ式との類似性が強い|器俳

である。

わせだるい

早稲田６類土器（|XlS：6-11）

三沢市１，Ｉ稲lllu塚第５暦出土土器を基準に佐藤達夫氏

が設定したもので，ａ．ｂ・ｃの３砿に分類されている。

早稲田６類ａ（図５：６，７）

器形：胴部に群干のふくらみを持つ尖底深鉢が基本形で

ある。底部は鋭角に尖るものが多いが，丸みを帯び乳扉状

に尖るものも少１１tある。

1-1縁部形状：波状口縁（４単位）を堆本とする

口唇端部：端部は丸みを帯び膳かれるものが多い。端部

への施文は基本的に見られない。

文様：ほぼ全而に竹管状工具を川いた押引沈線文（撤竹

管文）及び同様の工具を用いた沈線文による幾何学的な文

様が構成される、

胎士：繊維を多量に含む。

早稲田６類ｂ（図Ｓ：８）

器形：６類ａと同様である。

口縁部形状：波状1-1縁（４単位）を基本とする。

口唇端部：端部は丸みを帯び膳かれるものが多い．端部

への施文はない。

文様：'二|縁部と底部付近に押引沈線文と沈線文による幾

何学的な文様が構成される。

胎土：繊維を多量に含む。

早稲田６類ｃ（図５：9-11,※は兼背の分類）

器形：６類ａ．ｂと同様なもの（９）（c-1※)，丸底あるい

は乳房状尖庇を持ち全体に重心が「がり気味な器形を持つ

もの（10,11）（c-2※）の２者に分舶される。

口縁部形状：ｃ－ｌは波状口縁（４噸位）を基本とし，６類

ａ．ｂの粗製タイプと捉えられる。ｃ－２は平縁を基本とする。

１１唇端部：ｃ－１の端部は丸みを柵び磨かれる例が多い。

端部への施文はない。ｃ－２の端部は|ﾙI角張る例が多い，端

部への施文はjIL本的にないが，ｃ－２の一部には端部上而に

指頭等による刻みや縄文が施文されることがある。

文様：明確な'1縁部文様帯を形成するものはほとんど無

い。ｃ－１には結束第１種羽状縄文と末端ループ文（共に０

段多条)が敢胴施文される。ｃ－２には斜縄文(２段･３段の細）

や，紺純純文（ﾊ゚ Ii橋，1989)，結束節１種羽状縄文（()段

多条)，結節等が施文される。

胎土：繊維を多最に含む。

このように早稲田６類は６類ａ．ｂ・ｃに分類されるが，

６類ｃについては，その内容にかなりの'幅があるのは従来

指摘されているとおりである（小H1川，200Ｚ等)。ｃ－１に

ついては，６蛾ａ．ｂに伴う粗製深鉢と捉えられるが．ｃ－２

は６類ａに前後する違う型式を含んでいる可能性が商い。

また，ｃ－２の分布は青森県南東部～粁手県北部地域にまと

まるようであり，地域的に限定された型式である可能性が

ある。

だいき

大木’式（'又'６：’－５）

大木式の各咽式は山内清男により設定されたが，特に前

期大木式の前半部分に関しては，設定の根拠となった土器

の写真や図が雌近まで（中村編,，996）,ﾘjらかにされなかっ

たこともありその後の研究に混乱を来たしている口図には

宮城県名取市今熊野遺跡出土土器を示した。現在の標祇的

な資料と考えられる。

器形：平底深鉢を基本とする。底部から｢,縁部までほぼ

直線的に立ち上がる器形（４）と,,,Ii1部付近でややふくらみ

を持つ器形（1,2,3,5）の２者があり、後荷の口縁部は外

反するもの（２）と受け''状に弱く内湾するもの（,’３）が

ある。

口縁部形状：平縁と波状のiIlIj者がある。波状の場合波Ⅲ

部が尖り気味なものと丸みを帯びるものがある。

口唇端部：端部の而取りは顕著ではない。端部断面は丸

みを帯びるものが多い。端部への施文は雄本的に兄られな

い_』

口頚部文様柵：'ﾘ'確な口縁部文様柵を持つものでは，ノｋ

端ループ文の多段施文がL'立つ。

胴部文様：イミ端ループ文（０段多条，＊,iい物と細かい物

有り)や異原体による非結束羽状細文(２段.３段(0段多条)）

が多い。結束第’種羽状縄文や結節'１１'転文（いわゆる葺凡

状撚糸文・イく嬢撚糸文）もごく伽かに存在する。これらの

原休が横位に''''１|瞳施文され，ほぼ裸,A,胴の横帯が多段に形

成されるのも特徴の一つである。

胎土：繊維を多斌に含んでいる。

以上の特徴で説明できる大木，式は，仙台湾周辺の資料

を基に設定され，；製付けられたものであるが，福脇．,,,形

両県に分ｲ|iする火水１式と考えられる資料は，口縁部文様

帯に表餅式に撒似した連続刺突文やコンパス文などが施文

されるなど，仙台湾周辺地域と符I:様ﾎ||が異なる。今後地

域差・時間旅の問題とＴｂ~ＣｕとのｌＩＹｉ位的関係を鍵に細ｲ|ミ

体系を再構築する必要がある。

だいき

大木２a式（ｌｘｌ６：６－１３）

大木Ｚ式は，火水１式同様設定の根拠となった資料が|ﾘｌ

碓ではなく，火北北部地方においては，近年まで良好盗料

に恵まれなかったが，妓近類例の１W川|が進んでいる。図６

には十和、市寺上遺跡と北上市南部工業団地内遺跡出-|北
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器を示した□

器形：平底深鉢を堆本とする。底部から|｣縁部までほぼ

i自線的に立ちlZがる器形（9,12,13）とIllril部付近でややふ

くらみを持つ器形（6-8,10,11）の大きく２者がある。後

者には，１１縁部付近が外反するもの（７，１１）も見られる。

1-1縁部形状：平縁と波状の両=荷がある。波状の場合．４

iii位またはＺｊＷｉ位の波状口縁がある“また，図示しなかっ

たが波頂部がZ11l1il一対の突起状になるものもある

口唇端部：端部の而取りは顕著で，上端は丁寧に磨かれ

る物が多い。端部断面は外側に肥厚し，角張るものが特徴

的である。端部への施文は基本的に兄られない。

ｎ頚部文様柵：横位展開の結節lIll転文（いわゆる葺凡状

撚糸文･不繋撚糸文),半裁竹環状工具による沈線文（平行・

鋸歯状）などが施文される。明確な文様州を持たないもの

もある◎

服部文様：非結束羽状縄文・斜縄文（２段・３段（０段

多条が多い)）や，結束第１種羽状縄文，単軸絡条体第１．

１Ａ・５類，結節l1jll伝文などが見られる。施文方向は横位で

あり，段状に施文され横帯を形成することが多い。

胎士：繊維を多岐に含んでいる，

大水２ａ式とみられる資料は，近年器手県下で資料が急

増中である。例示した資料は，１１縁部に結節lnl転文が施文

されることから大木Ｚａ式に比定されるものであるが，IllIil

部文様を見る限りでは大木１式との類似性が強く，ｌ式と

2a式の境界に位iifiIづけられる資料であると考えられる。今

後，現行の仙台湾編年を周辺地域の盗料と比較検証するこ

とで，大木１．２式の変遷過程と|人l秤を11}吟味する必要が

ある。その際仙台湾以南の地域（禰烏ﾘ,!;や関東地方）で出

ｔする大木2a式との地域性の有無も』１t典な視点となりうる。

２．Tb-Cu上位の土器群

ここでは，’'1簡下胴ａ式と大水３～４式の型式学的特徴

について列記する

えんとうかそう

円筒下層ａ式（Ixl7）

IIl筒下層ａ式は長谷部言人により命名された円筒土器に

ついて、山内滴り)が青森県市浦村オセドウ貝塚や同県八戸

市是川一一ｌｉ寺ｕ塚川上土器における分屑発掘資料を基に

下層式と上IW式を設定しさらに個々を細分し設定されたも

のである”しかし，設定の基準となった一ニピ寺貝塚の資料

内容が不明であったことや．石神遺跡など青森県津軽地方

の|宣器を基にlLl筒上器の編年を行った江坂輝捕氏や村越

潔氏らの編年観と微妙な違いが生じたため，最近に至るま

で型式認定に剛lWIが生じていたことはﾘ実である。そのよ

うな中で１９９６年に発刊された「山Iti点llIIi』（'+'村，1996）

中において，一にｌｆｕ塚出土資料のｲﾉ刈叉|版が型式名を添

えて紹介された。

器形：口径と庇保の差が大きい（ｚ：ｌ～１．ｓ穐度)，い

わゆるバケツ形の器形が基本であり，Ｉ１ｉｌ部に|膨らみを持つ

もの,口縁部が外反するものなどもある。底部は平底であり，

底部外面が平坦なものや，やや上げ底気味なものなどがあ

る”

’1縁形状：平縁を雅本とするが，波状もｲ;Ⅱ､'1数ある。波

状'二I縁の場合２単位が多く，波頂部は'１'形・二股状の他に

各種突起があり、多様である。

「|唇端部：断面形は丸みを帯びるものが堆本で，ミガキ

などは顕著ではない。端部には縄文や，刺突，沈線などが

施文されるため四角張るものも多い。

｜-|縁部文様：口縁祁文様帯には結節|,,|I|砿文が施文される

ものが多く，その他に斜純文や，沈線，細文原体の側面圧

痕その他がある。

区画帯：口縁部と胴部文様帯の区画には降帯が使用され

るものがある。隆柑は''1M約１ｃｍ程度のものが多く，最大

２ｃｍ近いものまで存/'；する。胴部器面から肥厚するもの

が多く，断面形は|ﾉﾘ角や蒲鉾形等がある。降桁上IiTiには沈

線や,刺突,純文原体の側而圧痕,指頭抑１１;等が施文される｡

ⅨIIl1iを持つものは全体の１～２割縄度である”

｜lliil部文様:斜縄文（ＬＲ･RLR）を基本とし，直前段反撚り，

単軸絡条体１．１Ａ・２．４．５類も少量存在する。縄文原体

の０段の撚り方向は/Iﾐ撚りが圧倒的に多い。また．０段多

条の原体も僅かに存在する。

胎上：繊維を含むが，下層ｂ～ｄ式のように大量に含む

ものは希で，全体的に含行品は少ない”

円簡下増ａ式は概ね以上のような特徴を持つがこれら

の特徴は円筒下層ａ式の分布する全ての地域に共通するも

のではなく，地域によりその組み合わせに簾がある事がわ

かっている（三宅，１９７４；茅野，２００２など)。

だいぎ

大木３式（図８：１－８）

図には牧田貝塚出土第Ⅱ群土器を示した｡ルi!‘状では遠

野巾綾織新田遺跡と並んで良好な発掘資料と巻えられるが

大水３式の実態は未だｲ刊jな点が多い。

器形：胴部中位に膨らみを持ちＬＩ縁部が外反する器形

(1,7）や，口縁部がラッパ状に外反する器形（2,8)，バケ

ツ形や円筒形に近い器形（3,4）で構成されるようである”

底部は平底であり，外而は平坦なものが多いようである。

１－１縁形状：平縁を堆本とする。

１１唇端部：断面形はやや丸みを帯び四角張るものが多い。

端面は磨かれる。端部には基本的に施文されない。

１１縁部文様：１１縁部文様帯は無文帯が形成されるものが

多い“無文帯とそれ以下は沈線や刻み付の細降線などで区

''11iされるものが多いが，区|mのないものもある。沈線の11-1
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には''1文（2,4,5）や撫伽状文（３）が特徴的である。’'１

文は蝋独で施文されるものより円文を起点とした沈線が併

せて施文されることが多い。鋸歯状文も同様にiii独で施

文されるものより他の文様と併せて施文されることが多い。

火水２式まで見られた結節'''１砿文はほとんど兄られない。

火水Ｚ式との比較では，主文様が1-1縁部付近に構成される

火水Ｚ式までと違い，IllIil部''１位付近にまで文様'lWが拡大し

ている小が大きな迎いであると号えられる。

Ⅸl川lf：lﾘlllな文様|><:Illi'||}は見られない。

11111部文様：斜細文（ＬＲ・ＲＬ）が-E体となり，唯本的に

横Ｍｌ１転されるようである。細文原体は２ｂ式に統き蔓状

の糸材を川いることが多く，原体の末端を結縛するものが

多い。

胎上：堆本的に繊維は含まれない。

だいぎ

大木４式（lXI8：9-16）

似|には牧ｌＨｕ塚第lll俳上器の一部を図示した。ｌｌは入

木５式の可能性も捕てきれない。

器形：11111部中位に|膨らみを持ち，１１縁部が外反する器

形（9,10,13）や，１１縁部がラッパ状に外反する器形（11)，

ほぼバケツ形の器形（12,14-16）で構成されるようである。

底部は､|え庇である。

「|縁形状:平縁が雌本であり,刻みを持つ幅広の突起（14）

や，小粘l:塊を貼り付けた突起などが特徴的である。

１１唇端部：断､i形はやや丸みを帯びPLI角張るものが多い。

’１縁部文様：火水３式に統き1-1縁部に無文帯を形成する

ものが多い。ｉｉ文様は''1冊の狭い２本１単位の沈線や刻み

の施されない細降級などによ')、胴部中位付近にIllhi広〈施

文されることが多い｡

｜><ⅢＷ：火水３式同様に降線や沈線などの区illli柵が兄ら

れるが，全てに見られるものではない。

IllIjl部文様：斜細又（ＬＲ・ＲＬ）が多く基本的に単節のも

のが多い。｜口|転方|ｲﾘは横位が気泡のようであるが，斜位や

縦位も見られ，大水３式以前と比べ回転方向は一定ではな

いようである。純文脈体端部の結縛は基本的に兄られなく

なるようである。

胎上：繊維は含まれない。

３．Ｔｏ－Ｃｕとの上下関係が不明瞭な土器群

ここではいわゆる深郷旧式と入木Ｚｂ式についてその特

徴をﾘ記し，川lえていわゆる向座式の問題も検討する。

ふこうだ

深郷田式（|ｘｌ９：１－９）

深郷lll式は'1i繰りi1;IlILlLlllI深郷'11遺跡より出ｋした-|:器鮮

について，白''1師(j保により命名された．設定当初の特徴は，

外liliに斜仙文や撚糸文が施文され，内面に旦般条恨を持つ

平底の深鉢形上器である。現在最も良好な資料として考え

られているのは，１１f森県大鰐町砂沢平遺跡第２群土器や

同県碇ヶ関村水野遺跡前期第４雛|器などである。いずれ

も11本海''''1の資料であり，太平洋側では明確に深郷田式に

比定できる資料は少なく，Ｔｏ－Ｃｕとの上下関係も不明瞭で

ある。図９上段には深郷田式として水野遺跡前期第４類土

器を，’'１段には人1え洋側に見られる深郷lTl式に類似する土

器脈として寺|:辿跡鋪ｖ1群-|を器．｜』1辿跡第Ⅱ群３類|：

器を，下段には円簡下咽ａ式に伴うと碁えられる深郷lll式

に顛似する上器をそれぞれ示した。

器形：庇慌とＩＩ係の差が大きいバケツ形の器形でI|縁

部付近はやや外反するものが||立つ。底部形態については、

上げ底や平底群が兄られるが，特徴的なのは，底径の小さ

いものが一定h(あるせいか内底1ｍが､|え坦にならずに尖底深

鉢の様な断Iili形状が兄られることである（2,7,9など)“

「I縁形状：､F線iﾐ体であるが波状も存在している。波状

の場合４単位が峡本である。

1-1唇端部形状：丸みを帯び、面取りはなされない。

’1唇端部施文：雅本的に端部への施文は無いが、刻みや

縄文施文なども極少最見られる。

口縁部文様：１１縁部文様帯は基本的に形成されないが，

胴部に使川された原体の側而圧痕が11縁部に数条見られる

場合がある。

１１１１部文様：illIlillI絡条体第１類（斜位から横位回転が多く，

縦lI-III砿はほとんど雌い）や，単節・複節の斜縄文（横位ｌｌＩＩ

転施文がほとんど)、附川1条（横位ＩＩｌＩ転）などが見られる。

０段がｲi撚I)の原体が多数（７割以止）を占める。

胎上：繊維を多Ｉｌｉに含む。その他｜ﾉ側に貝殻条痕が下

地洲幣としてりJ』られるものがあるが，その後のミガキ洲整

によりiiliえているものもあると考えられるため，全ての土

器に!,I!』られるものではない。

分ｲ|i：東北地方北部のＨ本海側と北海道南西部に分ｲ|jす

るが、ノklz洋lI1llにおいても，１１縁部から'1111部全面にわたり

単軸絡条体を横位または斜位に同転施文するという特徴に

注|｣するのであれば､類似する資料は散見される。そういっ

た資料については詳細な検討がまだｲ<十分であるが，Ｔｂ‐

Ｃｕ下位から川上するものに関しては，０段ｲLi撚りのものが

|l立ち，Ｔ()-Ｃｕ上位（円筒下噌ａ式に伴い出士しているも

の）に関しては，０段左撚りである場合が多いようであり，

注意すべき視点かと思われる。

だいぎ

大木Ｚｂ式（|xllO）

図には火水２１１式～３式と考えられる良好な資料として

大Ｈ向Ⅱ辿跡と1冊ﾘー |:業|J1地|ﾉ1辿跡出土の遺構一括資料

を提示した$′､i玲山的にはＳ字状辿鋤沈文（結節|口1転文のバ

リエーションの一つ）が施文されることが大木２ａ式との
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円筒下層a式土器に伴う類深郷田式土器
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違いであるとされるが，現状では良好な一括資料に欠ける『＃

器形：llliil部''1位に|膨らみを持ち，口縁lWIが弱く外反する

器形と，バケツ形あるいは口縁部が弱くラッパ状に開く器

形（8,19）が基ﾉ|翼のようである。底部は平底であり，外面

は平坦なものがほとんどである”

「l縁形状：平縁を峡本とするが，波状もある。ただし波

状の場合山形状の突起に近い形状が多い”ｉｉｉ位数は４単

位が基本である，

口唇端部：断lili形はＺａ式のように先端部の肥厚は顕著

に見られず，やや丸みを帯び四角張るものが多い。端而は

磨かれる。端部には希に刺突や沈線が見られるものの他に

は基本的に施文されないが，端部外面に刻みの施された細

い（幅５ｍｍ狸度）粘土紐の貼り付けや刻みが施されるも

のがある。

Ｉ~|縁部文様：口縁部文様柵は基本的に狭い無文柵が形成

されるものが多い。また,結節回転文が施文（不幣.葺瓦状．

Ｓ字状連鎖沈文）されるものもある。さらに文様帯が胴部

中位まで拡大する例や，鋸歯状文や円文も散見され，大木

３式との連続性を想起させるものである。

区両帯：l旧約０．５～1ｃｍ程度の隆補及び粘土紐の貼り

付けが見られるが，文様を区両するというより文様構成の

一部と捉えられるものがほとんどである,上1ｍに細かい刻

みが施されるものが多く，やや太めのものには上面に指頭

圧痕が見られるものが多い‐Ｏ

Ｉｌｌｉｌ部文様：斜純文（LR）や，附加条，結節|皿|転文（Ｓ

宇状連鎖沈文が多い)，単軸絡条体1Ａ．S頬，４本丸組紐

luI転文が見られる。細文原体は蔓状の素材を川いることが

多く，原体の末端を結縛するものが多い“このような素材

を用いたものの中にはＺのように原体の|:,ｌＩＩｉ造が不Iﾘjなもの

が少なくない。l1il砿ﾉjlhjはほぼ横位である。

胎土：繊維を含むものとそうでないものがあるが，含む

ものに関してもその１１(は非常に少ない。

はくざ

白座式（図１１）

口座式とは，１Ｊi森県階上'111日座遺跡出12館２群土器に

ついて，「これらの'２器群は，’'1筒下ＩＷａ式土器を土台と

して，大木２ａ式士器の影響を強く受けたものであると考

える。－中略一そこでこれらの土器僻を円筒土器文化

と大木系土器文化の接触として生まれ，IilIj方の影響を強く

受けた土器として「白座式土器」と仮称しておきたい」と

いう内容で杉山武により仮に設定されたものである（杉山，

1987)。当時太平洋1!!|lにおけるＨ筒下ｌ１Ｙｉａ式の州士頭例は

少なく，Ｈ本海ll1llの資料と対比した際にあまりに異なる部

分が目立ったため，南に隣接する大木２m式に類似性を求

め，円筒下屑ａ式と入木Ｚａ式双方の影禅を受け成立した

ｔ器型式の可能性を示した。その後主に岩手県や北海道南

四部において図に示したような非常に類似した|も器が広範

|J1にわたって出土することがわかった。それぞれの報告巾

では，それらの土器を「F|座式」と類似するとして，｜｛1座

遺跡lll-k1器（３）を例にあげている。したがって今'１「白

唯式」として理解されている土器は，杉山が設定した当初

の内容とずれが生じているリドが指摘できる。

ここでは，今L|的な「|L|座式」（以降，現白応式）につい

て，釧荷が知り得る範|州でその特徴を整理する、

器形：lllIil部｢|'位～下位に膨らみを持ち，１１縁部が外反す

る器形が些本のようである。底部は平底であり，底部から

胴部下位がすぼまる器形が多い。

ｌ－ｌ縁形状：波状口縁や突起を持つ場合が多く，平縁も兄

られる･波状11縁の場合４単位が基本のようである。

’1特端部：断面形は大木Ｚａ式のような先端部のIlulljIは

見られず，やや丸みを柵び|ﾙlf｢j張るものが多く，jWllliliは膳

きあるいは面取りが行われる。端部|二面に沈線が施文され

る例がある。端部外面に刻みの施された細い（聯５ｍｍ梯

度）粘土紐の貼り付けや刻みが施されるものがある。

１１縁部文様：ＬＩ縁部文様柵は結節回転文が施文（不盤・

葺凡状．Ｓ字状連鎖沈文）されるものが多い。希に紬節回

転文施文後に鋸歯状の沈線（５）や円文（８）が施文され

ることがある。１２の様に地文のみのものも存在する

lXII柵：基本的に隆柑や{!!|l而圧痕などを用いるような，

11縁部とllliil部の文様区I1li柵は存在しない。

IllIil部文様：斜縄文（ＬＲ・ＲＬ）や，附加条，４本丸組紐

'''1転文，非結束羽状縄文等が兄られる。縄文原体は迩状の

素材（節の内部に繊維の圧痕が兄られないもの）を川いる

ことが多く，原体の末端を結納するものが多い“’11|転方|イリ

は枇位ｌＩ１ｌ転である，

胎士：繊維を含むものとそうでないものがあるが、含む

ものに関してもその量は非常に少ない。

｜を記の土器群は，北海道|判西部（噴火湾沿岸）から東

北地方南部（岩手県南部）まで広く分布している｡しかし，

これらとＴｂ－Ｃｕの上ＷＭ係はIﾘl脈ではなく大水Ｚｂ式の様

｜;Hと近似している,数遺跡で円簡下層式土器や，大ﾉ|くＺｂ

～３式，深郷田式類似土器脈などと一緒に出土しているよ

うであるが，現白座式と捉えられる土器群がある時期に限

定された士器であるのかまたは他型式の組成の一部を机

うものなのかは今後検討を要する。現口座式とは，上記の

特徴を持った広範囲に分布する土器の種類といえよう。

４．型式学的な特徴から考えられる縄文時代前期土器群の

変遷についての問題提起

ここでは，前項までにまとめた各土器群の型式学的な終

即から得られた情報を整理し，今後への問題提起を行う。
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１）Ｔｂ－Ｃｕ下位土器群の特徴について

Ｔｂ－Ｃｕ下位土器群（大木ｌ～Ｚａ式・表餅式・早稲田６

類土器）については，土器剛式を越えた以下の二つの特徴

が見られる。①胎土中に繊維を含む|器鮮である。②０段

多条の縄文原体を用いることが多く，０段の撚り方向はほ

ぼ左右均等であることが多い。したがってＴ１ｏ－ＣＵ下位土

器群については，土器型式を特徴づけるような'二l立つ屈性

においてそれぞれに個性が行収されるものの，’三|立たない

屈性については共迦する要来も多分にあることがわかる”

２）Ｔｂ－Ｃｕとの上下関係がｲ<|ﾘlな上器俳（深郷田式・大

木Ｚｂ式）について

大木Ｚｂ式は，その内容がﾉkだ不|ﾘ11隙ではあるが，口縁

部や胴部に結節同転文（Ｓ宇状述鋤沈文）を施文するなど，

直前型式である大木Ｚａ式との共辿点が多い，したがって

大木１式から大木Ｚｂ式までは漸進的な変化を遂げた土器

群であるといえる。後統すると考えられている大木３式と

の関係については，大木３式｢1体に不Iﾘlな点が多い。また

現状では，大水３式は，結節lnlI低文と'-1縁部文様帯の消滅

や，文様帯のIlliil部への拡大．沈線及び降級による文様構成

の発達などの点で，大木２ｂ式との迎統性がはっきりとは

見られないと考えられているようであり，前期大ﾉk式の中

での画期として捉えられている様である。ただし，大水３

式の内容が明らかになっていない現状においては，このと

らえ方も定かではない。むしろ型式の捉え方次第では，漸

進的な変化をしているともいえそうである。深郷田式は直

後に位置すると考えられる円筒下卯1ａ式や直前に位置する

と考えられる早稲田６類土器との州述点が多い。ちなみに

大木２ｂ式では繊維の混入が希薄になるが，深郷田式には

繊維が多く混入している。この点は'11筒下噌ａ式と深郷田

式との共通点である。

３）Tb-Cu上位の上器鮮について

大木３式については，先述したとおり不明な点が未だに

多く，Tb-Cu降下が土器様ｲ||の変化に影響を及ぼしたかど

うか定かではない。大水１式からＺｂ式までと，大水４式

から６式まではそれぞれ漸進的な変化を遂げることが明ら

かになっているが，そのなかで大水２ｂ～３式以降の上器

胎l:への繊維混入が見られなくなる蝋実は喰要である。

円筒下層式はａ式からｄ式まで漸進的な変遷過程を示す

ことが明らかであるため，下I仲ａ式の成立以降は安定した

土器様式になったと考えられる。しかし，従来指摘されて

いるとおり円筒下層ａ式と直前咽式といわれる深郷田式と

の間には，内容を細かく吟味するにつれヒアタスを認めざ

るを得ない。両型式の共通点は．土器胎上巾への繊維混入

や，縄文主体の文様構成であること等が挙げられるが，そ

の反面結節|皿l転文の採川や，縄文原休の最初の撚り方向が

全く逆であることなど，於本的な部分での相違点が多いこ

とも浮かび|きがった。したがって，現状で円筒下層ａ式に

最も類似する上器は剛,l白川《式であるといえる。

Ⅳまとめ

本稿のまとめと今後のIill:究裸胆などについて記述する。

1．Tb-Cuを鍵層とした円筒式土器と大木式土器の併行(並

行）関係

１）T1o-Cuと大水２ａ～３式の関係について

大木式土器とＴｂ－Ｃｕの洲布蛎例をまとめてみると，大木

2ａ式とする土器は概ねＴｏ－Ｃｕの下位で出土している。ま

た，該期の包含IYiや蝶火住ﾙI}が検州された遺跡事例からは，

かなりの頻度でTb-Cuが検出される傾向にある。大木Ｚａ

式については，Ｔ１ｏ－Ｃｕ降下期より古い可能性が極めて高い。

大木Ｚｂ式とＴ１ｏ－Ｃｕのlもド関係については，各遺跡事例

によって若干の札|連がある。現段階での筆者の見解は，大

木Ｚｂ式がＴｏ－ＣｕよりＴｌiいか，衿し<は大木Ｚｂ式がTb‐

Ｃｕを跨ぐ(T1o-Cuの上下でＩＩＨ:する）可能性で捉えている。

大木Ｚｂ式がTb-Cuの1,.位かｋ位か若しくは跨ぐ癖のかとい

う問題は，典休的に涌字で詳及した論文などは知らないが

岩手県の発Mll側係行の間でも良い間議論されている内容で

あるが，決定的な結論を見ない洲査事例から上下関係が

明確に掴めないことは，火水Ｚｂ式がTo-Cu降卜時期に限

りなく同時期に存在した上器であることを暗示するものか

もしれない。

大木３式とＴｏ－Ｃｕの関係については，現段階ではIﾘl確

な事例がないものの，先行する大木Ｚｂ式の出土状況や早

坂平遺跡，沢'１１２辿跡大Ｈ向Ⅱ遺跡の事例を相対的に

捉えると，T1o-Cuの降下Ⅱ糊lより新しいと思われる。

２）Ｔｂ－Ｃｕと円簡|､ｆＭａ式の関係について

To-Cuと円筒ド胴ａ式-上器の関係について．畑内遺跡，

人Ｈ向Ⅱ遺跡の堺例から'１１筒下屑ａ式はＴ１ｏ－Ｃｕ降下時

期より新しいと判断される”ただ蒋干懸念される点として，

T1o-Cuと'11筒1,.屑ａ式の間係を|ﾘ｣確に捉えた事例が少ない

ことが挙げられる”火水２ｂ～３式においても同様である

が，Ｔ１ｏ－Ｃｕ降下1ﾘlの直|iiiや､'1:後に存在した土器を牌位的に

確認（判断）することは，よほどの好条件に恵まれなけれ

ば困難なことと考えられる。

３）Tb-Cuと深郷ⅡI式の関係について

Ｔｂ_Ｃｕと深郷lT1式の関係については，第III章で触れた

とおりその分布域が||本海側（T1o-Cuの分布範囲外）に集

中しているため、’ﾘl脈にはつかめていない。これは大木Zｂ
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式と似たような状況を検討すべきである。深郷田式の認

定蕊準についてもさらに伽I)下げる必要性を強く感じるが，

その際に縄文原体における０段の撚I)方向と使川される原

体の正確な構造について注意する必要がある。

４）Ｔｏ－Ｃｕの上下関係からみた''1筋~|､刑ａ式と人ﾉk式土

器の併行関係

To-Cuを鍵暦として現段附での|｣州下|牌ａ式l:器と火

水式土器の併行（並行）関係を推察する。火水ｌ～Ｚａ式

はＴｂ－Ｃｕ下位，大木Ｚｂ式はＴｏ－Ｃｕｌ､.位ｲfしくは上下か

ら，大木３式はＴｏ－Ｃｕ上位，円間下Ｍａ式はＴｂ－Ｃｕ上位

と考えられる。よって，｜｣l筒ドハヅａ式は入木２ａ式より新

しい位置づけとなることがｲjﾉﾉである。’'1筒1､.届ａ式と大

木Ｚｂ式の関係については，大水Ｚｂ式がＴｏ－Ｃｕの下なの

か若しくは跨ぐのか現時点で結論は||}せないものの，Ｔｏ‐

Ｃｕの関連事例を総括的に捉えると，火水Ｚｂ式の発生は

円筒下層ａ式より古く，存続期|Hjがinなる111能性が考えら

れようか。円筒下層ａ式と大木３式の関係については，ｌＩｌｌｊ

者ともＴ１ｏ－Ｃｕの上位であることは合致をみると捉えられる

が，並行関係を証明できる‘lＩ例が少ない。しかしながらこ

れらを考える上で，現|竺仙式の|川迦をi洲||に検討すること

が，円筒下層式の成立と大水式との|俳行関係を解明する大

きな糸1-1となることは明らかである。

２．今後の課題

ｌ）T1o-Cuと大水Ｚｂ式の関係

大木Ｚｂ式がＴｏ－Ｃｕの上位なのか'､.位なのかの問題を明

らかにすることは，円筒下肘ａ式と火水式の並行関係の解

明にも繋がる重要事項である。入木Ｚｈ式がＴｏ－Ｃｕの上下

から出土している要因（原因？）としては．火水Ｚｂ式の

捉え方（特定方法）や新段階の存ｲ|§（火水３式との境界）

などにも関係する可能性が高い。これまでの'１１期大木式は．

入木Ｚｂ式に関わらず仙台湾lilil辺地域を中心に東北地方|判

部で出土する資料を指標として捉えられてきているが，東

北地方中部～北部の該期土器の実態や|ﾉ､l容を明らかとする

ことが必要と思われる。今後は入木Ｚｎ式～大水３式の良

好資料を模索した上で，型式学的な比鮫検討をＩｌ１ｉｊｆまえ，大

木２ｂ式の内容提示を課題としたい．

２）Ｔ１ｏ－Ｃｕの残存状態

調査時に観察されたＴｏ－Ｃｕが一次堆械なのか二次堆積

なのかという問題である．二次堆械であると特定された場

合であっても時期を反映しているのかどうか，後'1tの再堆

積の疑いがないかどうかである。’11際で地滑り現象の起こ

りやすい地形に立地する遺跡黄料より，比較的平坦な地形

に立地する遺跡資料を優先して捉えることなどか必要なの

かもしれない。

３）Ｔｂ－Ｃｕの降下に関わる|川題

いわゆる安家火'11灰と爾われる種類のテフラは（本稿の

Ｂ種とＣ唾に相当)、その災態に不|ﾘlな要素が多い。呉体

的にはlLl色や．オレンジ色，黄色，肌色など同じ遺跡で検

出された場合でも，その色洲がりI↓なる場合がある。すなわ

ち，顔つきが柑述することに起因して，Ｔ〔)-Ｃｕが一枚なの

か複数枚あるのかと商う|A1胆が浮上する”熊谷常正氏か

らは複数枚あるのではないかとの指摘を受けたことがある、

複数枚あったと仮定した場合，その降|､.時期が'1器の型式

編年に関係するほどの||洲l差なのかどうかといった別の問

題も'Lkじよう。なお、追記として，沿手県|干|野畑村和野Ｉ

遺跡の捨て場中に!,ＩＬられたＴｏ－ＣｕはＣ種とした白色を呈

するテフラであるが，同じ|I|野川村に所在し２ｋｍ程の位

置関係にある和野ソマナイ辿跡の陥し穴に見られたＴｏ－Ｃｕ

はＢ種とした黄色を呈し，同地域においても様相が異な

る。菊池強・氏によると岩泉町安家付近にはＴｏ－Ｃｕが１

ｍ以上の|凶厚を持つ地ﾉ､'､(があり，下位から白色→オレンジ

→黄色→蝶ポク士化した部分の順で連続して堆積している

らしい”ただし，降下時期が復数とは捉えられないとの教

示を受けた。

４）土器の皿式細年に|)Mわる|ﾊl題

東北地/jにおける純文時代前期初頭～中葉における土器

編年研究は，近年の資料州川に伴い，層位．型式両面か

ら再度検討すべき点が多いと考えられる｡今回屑位の点で

Tb-Cuがその鍵になることが判明したが，他にも北海道南

西部地方に分布する駒ヶ舟ｇ火'１'灰等についても今後検証

していくべきである。ｋ器形式の方而では，現在設定され

ている型式について，ノW1式を越えて広範lj1:|に分布する属性

と，ある型式内にのみ４Jれる屈性をより具体的に明らかに

し，その関係を迫っていくことが大蒋であると考えられる。

例えば大木’式と炎館式・IiL稲''１６類との関係や，大水

2ｂ式と現口応式・円簡下IiYia式との関係などに見られるよ

うに，型式同十の境界がｲく'ﾘl瞭な部分（屈性を共有するこ

と）が多い場合，どの型式と11'1断できかねる場合が多いた

め，それらを分別する際には什型式の保有する屈性の量比

が重要になる。山内清ﾘ)は細文ｌｊ(体の種類・構造について

明らかにしたが，付蘭呼の'ｍにも注意を払っている。また，

『Ｈ本先史｣名器の細文』（山|ﾉ､1,1979）で明らかにされてい

ない縄文原体についてもその椛造を今後明らかにする必要

がある。当該地域の純文上器は，地文に縄文を施文するも

のがほとんどである。今一度，紺文原休に対し，細かい注

意を払うことが肝要かと思われる。
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347仏

５２上八木ＩＨＩ 岡Iｌｊ 序Ⅲ 珊即文第1９９５ｍ－９

５３上八木田Ⅱ ワ Y;雌文６()()０ｍ皇，

194雌

珊叩文第1９９３

跡北Ｍｉ住Ⅳ？１5４
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付表１（続き）

Ｎ(） 週跡名所在地 ''１抑テフラに関わるｊｌＩ例 Ni噸１k地標高(、） 文1hAなど 分析

１１」

５７大IUj神Ⅱ過跡ノ鋤〔町包１（中撒'ずよI)火水ｌ式ｔ器？)，
層

堆本1W序ＶＢｉ１１Ⅱ1段丘１３８大東町380()ｍ２，１９９５人＃〔町文‘淵
報第１６典一節・次・第一:次

1３

５８上野平遡 消埋文2526

333災

Ｂ 194トュ0０ 淵蝿ｍさ，２０００

木２ェ

５９１:水沢Ⅱ J1f村包１（中撒下よ')ll11Wjド1W雨天~?T〕Cー ｺー 式ﾗＦＸ~７３FR~秤脈下野一万U
基本晒序ⅡIＡＭ（l:淵はIⅡ(〕ﾉ１'WⅡ上）

岩川文１３６４

３９１処

2()０２V湖！ｍ今。

■
■
■

巡りＩ巾住ＡＩ掴（中6０ i&段庇 1i1Ijll1文118(）

384肌

308 料哩又朔イ1.1ノ20()Ｉ1１１９

胴

24-↓０）-叩I:1111,1664ｍき，ノリI:町２００１

巡11¥市 本層序 Ｂｉ'ﾘﾊ1段脈２８３ 消即又’４４９１１１』，

423処

ＢＬＩ

ｲTＩZ()0２ 又

速野市包1,住居８（大水2h三1~天X-7厩天~3;~F玩~面一F弓耐顕I豆一五万一蓮野市Tﾜ刀而~示
道路跡１，基本１W序Ⅱ１１Ｗ文調報輔１３雌

6２ rl1Ij 2002遠幽 ）１１】

ヶ所村大木２ａ・大水Ｚｌ１式上器出

'11町 雌釧６３小松Ｉ 本層序ⅡＩ Ｂ 岩埋文５８９９ｍ&,２０()４

４３３災

料蝿19卜２１０ ）航

<鰐町深郷田式土器出士

６４１１１ 〔平拙 111形村前期土器

1980．爾Ｓ３

６５大渡Ⅱ遺跡 湯lllIIlI基本層序 Ｂｉｌ１ｌｉ１段丘260-280岩剛文５５，９()()ｍ２，１９９５Ｖ郷文イil）
２１s染

付表２前期初頭一中葉にかけての歪な遺跡（T1()-Ｃｕ未検出）

Ｎ(） 道跡名所在地 特記'|叩 fIIi航立地標高(、） 文献など 分析

１８０行蝿又

築

６７虎杖浜２遺跡 Ｉ'|どllll．現白座式・大水３式l:洲川'2 I川』段丘４６－１８北海道１１１１文１７２．１５８典（Z()()１
２()()2)，｜1必'''１１り７７．２０()()報

3,0()()ｍ畠．１９８０，第５６

1８０

7４

Ｚｂ式・‐海 30-35南茅部IllIiMl侮卜jl4-6災

１９９３．１９９５．１９９７）聯

8０

i'Ｉ岸段丘７Ｌ８Ｓ秋|ＨﾘjL， ４２３０ｍ&、１９８８．第

６９１１の浜侃 IjI11砂fｆ 1０恵山'１１１．５３７ｍ豊．１９８６

７５ヒノ'1１１．１１

町早稲田６類類似ｔ器１Ｍ：

巣

ｿ５()００，塁，１９８２，

河111段氏63-65秋H似，27,760''１ム，1997.1999
節２６８．２８２喚祁

７１戸ﾉド貝塚 王1０戸井IHJ，５１５０''１畠，戸井町１９９２．

１９９３群

ﾉ台進 跡火鮒Ilj

Z０－ｌ６青j１M文．２１１８ｍ農．１９７９．節４８７ＺｌＯ２ Ｊ堰 ノ、

I－Ｌ

岩埋文

集

150奇埋文，１０，．１()()ｍ
集

７３砂沢平辿

河岸段丘１９０

l1l2州‘j･Ｗｌｌｋ火水Z式？111｣：‐祈状fｉ

深郷田式土器出土

254-270秋IⅡ！

交代町

３１

河岸段丘３２０器地文，１４()０ｍと，１９９９，第３０３

巣

災
７８上ノlllll

1７３

5０

1V雌

子森Ｔ遺跡′惟石町現、座式出土

|Ⅱ沢湖lIIl．円 曹ａ式・I

火川ﾘ,!;，

７６池内。

7９

l()､10111塁．１９９９．第２９(）

24.5(X）111聖．１９８８．鋪１６６

７７噸 １１

順１町大木２b?斗式山

Iきり

雌


